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清の游智開と朝鮮の朝貢使節

Ⅰ
．
は
じ
め
に

清
の
永
平
府
知
府
游
智
開
は
、
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
清
の
李
鴻
章
と
朝
鮮
の
李

裕
元
の
間
に
往
来
し
た
書
簡
を
仲
介
し
た
人
物
と
し
て
、
田
保
橋
潔
氏
に
よ
っ
て
言

及
さ
れ
て
か
ら
久
し
い（
１
）。

近
年
で
は
、
夫
馬
進
氏
に
よ
っ
て
そ
の
橋
渡
し
役
と
し
て

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
２
）。

し
か
し
、
そ
の
役
割
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
果

た
さ
れ
て
い
た
の
か
、
な
お
不
明
な
点
が
多
い
。

游
智
開
は
一
八
五
一
年
に
三
十
五
歳
で
科
挙
に
及
第
し
、
一
八
六
一
年
に
初
め
て

官
途
に
つ
き
、
一
八
七
二
年
に
永
平
知
府
に
就
任
し
た
（
永
平
府
は
朝
鮮
か
ら
の
朝

貢
使
節
団
の
通
る
道
に
あ
り
、
義
州
を
出
て
千
四
百
六
十
九
里
、
北
京
ま
で
五
百
十

里（
３
）、
現
在
の
河
北
省
盧
龍
県
一
帯
に
あ
た
る
場
所
で
あ
る
）。
一
八
八
〇
年
に
李
鴻

章
の
推
薦
で
永
定
河
道
に
昇
任
す
る
ま
で
、
八
年
に
わ
た
り
こ
の
永
平
に
て
朝
鮮
の

朝
貢
使
節
ら
と
交
流
を
し
、
そ
の
中
で
果
た
し
た
大
き
な
仕
事
の
一
つ
が
、
こ
の
李

鴻
章
と
李
裕
元
の
書
簡
仲
介
で
あ
っ
た
。

李
鴻
章
の
書
簡
は
、
朝
鮮
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
助
言
し
、
と
り
わ
け
対
欧
米
開

国
と
軍
備
の
強
化
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
朝
鮮
近
代
史
に
と
っ
て
の
重
要
性

は
、
原
田
環
氏
の
研
究
に
よ
り
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（
４
）。
私
信
の
性
格
を
持

つ
書
簡
の
一
部
は
李
裕
元
に
よ
っ
て
朝
議
に
付
さ
れ
、
公
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
後
一
八
八
〇
年
五
月
に
日
本
に
派
遣
し
た
第
二
次
修
信
使
で
あ
る
金
弘
集
が
帰
国

し
、
駐
日
清
国
参
賛
官
の
黄
遵
憲
が
執
筆
し
た
『
朝
鮮
策
略
』
を
持
ち
帰
っ
た
。
こ

れ
を
契
機
に
朝
鮮
は
、
開
国
開
化
政
策
に
転
じ
、
一
八
八
〇
年
十
二
月
に
外
交
と
開

化
政
策
を
管
掌
す
る
統
理
機
務
衙
門
、
八
一
年
に
日
本
人
教
官
を
迎
え
た
新
式
軍
隊

で
あ
る
別
技
軍
を
新
設
し
た
。
一
八
八
一
年
九
月
に
、
領
選
使
金
允
植
に
引
率
さ
れ

た
両
班
出
身
の
留
学
生
と
工
匠
一
行
を
「
学
造
器
機
事
」
の
た
め
に
、
天
津
の
機
器

製
造
局
に
派
遣
し
、
新
式
兵
器
の
製
造
技
術
お
よ
び
軍
事
技
術
の
学
習
を
図
っ
た
。

こ
の
領
選
使
の
派
遣
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
「
近
代
的
な
政
治
制
度
や
技
術

の
習
得
の
た
め
に
日
本
に
朝
士
視
察
団
、
清
国
に
領
選
使
を
派
遣
し
た
り
し
た（
５
）」

と

い
う
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
わ
れ
た
領
選
使
の
清
国
へ
の
派
遣
と
日
本
へ
の
視

察
団
派
遣
を
、
朝
鮮
が
近
代
的
科
学
技
術
の
受
容
・
導
入
を
は
か
っ
た
こ
と
で
高
く

評
価
し
て
い
る
。

一
方
、
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
と
工
匠
ら
は
予
期
に
反
し
て
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

な
く
、
一
年
で
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
領
選
使
の
派
遣
が
「
失
敗
」
し
た

清
の
游
智
開
と
朝
鮮
の
朝
貢
使
節

─
─
領
選
使
の
派
遣
を
中
心
に
─
─

崔
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と
否
定
的
に
見
ら
れ
て
い
る（
６
）。

そ
の
原
因
は
不
適
切
な
人
選
、
財
政
支
援
の
不
足
、

壬
午
軍
乱
が
も
た
ら
し
た
混
乱
、
お
よ
び
清
の
対
朝
鮮
政
策
の
転
換
な
ど
に
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
研
究
は
留
学
生
の
学
習
成
果
と
壬
午
軍
乱
に
な
さ
れ
た

清
軍
の
朝
鮮
駐
屯
な
ど
の
外
部
要
素
に
注
目
す
る
余
り
、
朝
鮮
が
自
ら
兵
器
を
製
造

で
き
る
よ
う
に
な
る
貴
重
な
機
会
を
逃
し
、
清
へ
の
従
属
度
が
高
ま
っ
た
と
の
結
論

ま
で
導
い
て
い
る（
７
）。

領
選
使
派
遣
の
も
う
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、『
朝
鮮
策
略
』
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る（
８
）。『

朝
鮮
策
略
』
は
、
朝
鮮
に
開
化
政
策
を
助
言
す
る
中
で
、「
学
生

を
遣
わ
し
て
京
師
同
文
館
に
赴
い
て
西
語
を
習
い
、
直
隷
に
往
っ
て
淮
軍
に
て
兵
を

習
い
、
上
海
製
造
局
に
往
っ
て
造
器
を
学
び
、
福
州
船
政
局
に
往
っ
て
造
船
を
学
ぶ
」

と
朝
鮮
「
自
強
」
の
道
を
具
体
的
に
示
し
た
か
ら
で
あ
る（
９
）。

朝
鮮
は
一
八
八
〇
年
七
月
に
、
清
に
咨
文
を
送
り
、
天
津
に
て
「
学
造
器
械
」
を

依
頼
し
た
い
と
述
べ
た
と
こ
ろ（

（1
（

、
十
二
月
に
清
の
許
可
が
出
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
八
一
年

二
月
に
は
、
清
に
派
遣
す
る
使
節
を
「
領
選
使
」
と
命
名
し
た
。

以
上
の
経
緯
と
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
れ
ば
、
宗
主
国
の
清
の
積

極
的
な
対
朝
鮮
政
策
が
プ
ル
要
因
と
な
っ
て
、
そ
れ
に
朝
鮮
に
形
成
さ
れ
た
「
進
歩

的
」
な
開
化
派
の
開
化
自
強
、
近
代
化
を
望
む
願
望
が
プ
ッ
シ
ュ
要
因
と
な
り
、「
学

造
器
機
事
」
の
た
め
の
領
選
使
一
行
が
派
遣
さ
れ
た
、
と
い
う
図
式
に
な
る
。
つ
ま

り
、
清
が
朝
鮮
に
対
し
て
外
交
政
策
を
助
言
し
、「
開
化
派
」
で
あ
る
一
部
の
朝
鮮

の
政
治
家
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
。
次
に
、
朝
鮮
は
開
化
政
策
推
進
の
た
め
に
さ
ら

に
清
の
協
力
を
求
め
て
き
て
、
清
は
ま
た
そ
れ
に
応
じ
て
協
力
す
る
と
い
う
、
単
純

明
快
な
流
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
朝
鮮
は
明
・
清
の
二
時
代
に
わ
た
っ
て
、
中
国

に
「
朝
貢
」
と
い
う
形
で
定
期
的
に
使
節
を
送
っ
て
い
た
が
、「
兵
器
製
造
を
学
習

す
る
」
た
め
に
人
員
を
送
り
込
ん
だ
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
初
め
て
の
自
強
策
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
に

誰
が
、
如
何
な
る
交
渉
を
、
如
何
に
し
て
き
た
か
、
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。

本
稿
で
は
、
既
存
の
研
究
と
異
な
る
視
点
に
立
ち
、「
学
造
器
械
事
」
を
め
ぐ
っ

て
、
属
国
の
朝
鮮
は
宗
主
国
の
清
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
し
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
游
智
開
の
詩
文
集
『
蔵
園
詩
鈔
』
を
使

用
し
て
検
証
し
た
い
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
表
舞
台
に
出
て
来
な
か
っ
た
朝
貢
使
節
に

同
行
す
る
訳
官
た
ち
の
言
動
に
注
目
し
、
そ
の
役
割
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
の
研
究
を
補
完
し
、
朝
鮮
の
対
外
政
策
、
そ
し
て
清
と
朝
鮮
の
宗
属
関
係
の
考

察
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
便
宜
上
、
本
稿
で
は
年
を
陽
暦
に
し
、
月
、
日
は
史
料
の
記
載
通
り
に
陰

暦
を
使
用
し
た
。

Ⅱ
．『
蔵
園
詩
鈔
』

１
．
刊
行
に
つ
い
て

游
智
開
の
詩
文
を
収
録
し
た
『
蔵
園
詩
鈔
』
は
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
研
究
に

使
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
現
段
階
で
は
、
北
京
国
家
図
書
館
に
二
冊
、
ソ
ウ
ル
大
学

附
属
図
書
館
奎
章
閣
に
二
冊
の
計
四
冊
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
後
に
詳
し
く
述
べ

る
が
、
北
京
に
あ
る
二
冊
の
う
ち
一
冊
は
一
八
八
三
年
に
朝
鮮
で
、
も
う
一
冊
は
一

八
九
四
年
以
降
北
京
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
奎
章
閣
所
蔵
の
二

冊
は
同
じ
版
で
、
一
八
八
六
年
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

游
智
開
（
一
八
一
六
～
一
九
〇
〇
年
）、
字
は
子
岱
，
号
は
蔵
園
、
ま
た
は
蔵
園
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主
人
、
平
原
、
天
愚
、
廉
訪
。
湖
南
省
新
化
県
の
人
。
一
八
九
八
年
ま
で
に
四
川
按

察
使
、
廣
東
布
政
使
、
廣
西
布
政
使
を
歴
任
し
た
。

游
智
開
は
文
墨
に
優
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
清
の
文
学
史
上
に
名
を
遺
す
ほ

ど
の
人
物
で
あ
る
と
言
い
が
た
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
八
十
四
首
の
五
言
絶
句

と
七
言
律
詩
の
漢
詩
を
収
録
し
て
い
る
彼
の
こ
の
詩
文
集
は
、
初
版
か
ら
版
を
重
ね

て
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
版
本
が
現
存
す
る
。
ま
た
、
朝
鮮
と
中
国
の
両
国
で
印
刷

さ
れ
た
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

一
八
八
三
年
版
の
北
京
所
蔵
本
は
木
活
字
、
朝
鮮
本
の
特
徴
的
な
五
針
眼
の
線
装

で
あ
る
。
縦
は
約
二
十
二
セ
ン
チ
、
横
が
約
二
十
九
セ
ン
チ
、
青
緑
色
の
表
紙
で
、

題
簽
が
な
い
。
全
巻
一
冊
で
六
十
二
丁
、
版
心
に
書
名
、
匡
郭
、
界
線
が
あ
る
。
刊

記
に
「
光
緒
九
年
仲
夏　

吉
雲
館
活
字
印
」
と
な
っ
て
い
る
。
刊
行
し
た
巻
首
に
は

朝
鮮
の
訳
官
で
あ
る
卞
元
圭
が
著
し
た
序
文
が
あ
る
。
序
文
は
、「
玄
圃
（
崑
崙
山

に
あ
る
と
い
う
仙
人
の
住
む
所
─
─
筆
者
、
以
下
同
）
を
遊
覧
し
な
か
っ
た
ら
、
ど

う
し
て
た
く
さ
ん
の
財
宝
が
分
か
ろ
う
か
、
嫏
嬛
（
天
帝
の
書
庫
）
に
到
ら
な
か
っ

た
ら
、
ど
う
し
て
た
く
さ
ん
の
書
物
の
宝
庫
が
分
か
ろ
う
か
」
か
ら
始
ま
り
、
続
い

て
中
国
は
風
雅
で
傑
出
し
た
人
物
が
多
い
中
、
游
智
開
の
健
筆
は
「
衡
山
の
秀
逸
を

は
ぐ
く
み
、
川
の
水
の
清
み
を
含
む
」
よ
う
で
あ
る
と
称
え
た
。
そ
の
上
で
卞
元
圭

は
、
美
し
い
玉
の
よ
う
な
文
章
を
東
国
で
あ
る
朝
鮮
に
広
め
る
た
め
に
、『
蔵
園
詩

鈔
』
を
刊
行
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
游
が
海
国
（
朝
鮮
を
指
す
）
と
交
流
し
、

姜
行
人
（
文
馨
）
と
詩
文
を
唱
和
し
、
李
相
国
（
裕
元
）
と
親
交
を
持
っ
て
い
る
こ

と
も
序
文
で
挙
げ
て
い
る
。

卞
元
圭
は
一
八
三
七
年
に
生
ま
れ
、
没
年
は
確
認
で
き
な
い
。
訳
官
出
身
の
官
僚

で
、『
高
宗
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
三
年
に
器
械
局
幇
弁
、
一
八
八
四
年
に
知

敦
寧
府
事
、
協
辦
交
渉
通
商
事
務
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
失
脚
し
た
。
し

か
し
復
活
し
て
一
八
九
四
年
ま
で
に
幾
度
も
漢
城
府
判
尹
（
正
二
品
）
に
任
命
さ
れ

た
。
本
貫
が
草
渓
、
字
は
大
始
と
い
う
。
号
は
吉
雲
、
蛛
舡
。
父
も
訳
官
で
名
前
は

秋
舲
、
父
子
と
も
に
長
年
朝
貢
使
節
に
随
行
し
て
清
に
何
度
も
行
っ
て
い
た
。
刊
記

に
あ
る
「
吉
雲
館
活
字
印
」
は
号
の
「
吉
雲
」
か
ら
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
游
智
開

と
交
流
し
、
そ
の
詩
文
を
朝
鮮
に
持
ち
帰
っ
て
印
刷
し
た
頃
は
「
副
司
直
」（
従
五

品
の
武
官
職
、
任
命
時
不
詳
）
で
あ
っ
た
。

一
八
八
六
年
以
降
の
版
本
に
は
、
游
智
開
の
友
人
傅
鍾
麟（

（1
（

に
よ
る
巻
尾
跋
が
収
録

さ
れ
、
刊
行
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
春
秋
の

時
に
列
国
の
士
大
夫
が
他
国
に
出
向
か
う
時
に
、
詩
文
を
唱
和
す
る
こ
と
は
盛
事
と

し
て
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
。
外
藩
の
使
節
が
北
京
に
朝
貢
し
て
来
る
時
は
、
清
の
士

大
夫
と
唱
和
す
る
こ
と
が
多
い
。
游
智
開
と
卞
元
圭
も
文
字
を
通
じ
て
縁
を
持
ち
、

特
に
親
交
が
深
か
っ
た
友
人
で
あ
っ
た
。
卞
元
圭
が
帰
国
す
る
際
に
游
の
手
稿
を
持

ち
帰
っ
て
か
ら
、
こ
れ
を
見
た
い
と
言
寄
っ
て
く
る
人
が
多
か
っ
た
た
め
、
印
刷
に

付
し
て
お
い
た
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
卞
元
圭
が
印
刷
し
て
く
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
昔
、
朝
鮮
の
商
人
ら
が
白
居
易
の

詩
を
買
う
と
い
っ
て
も
、
そ
の
名
を
慕
っ
て
数
首
買
っ
て
行
く
だ
け
だ
っ
た
の
に
、

も
し
卞
元
圭
に
完
全
に
敬
服
の
心
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
（
昔
鶏
林
賈
人
購
白
傳
詩
、
不
過
慕
其
名
購
数
詩
以
重

帰
耳
。
茲
卞
君
則
非
実
佩
厥
心
、
豈
肯
為
是
」）。
し
か
し
こ
の
部
分
は
後
の
一
八
九

四
年
版
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
朝
鮮
で
印
刷
さ
れ
た
『
蔵
園
詩
鈔
』
は
一
八
八
四
年
に
、
游

の
も
と
に
百
冊
送
ら
れ
て
き
た
。
北
京
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
八
八
三
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年
の
版
本
は
こ
の
時
に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
卞
元
圭
は
游
智
開
の

文
才
に
心
酔
し
て
、
そ
の
詩
文
を
刊
行
し
た
と
し
て
い
る
が
、
游
智
開
に
と
っ
て
は

思
い
も
か
け
な
か
っ
た
こ
と
で
、
詩
文
の
選
別
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
を
、「
唐
突

に
遠
邦
に
示
し
た
」
こ
と
を
後
悔
し
、
す
ぐ
に
そ
の
門
下
生
で
あ
る
崔
次
文
と
一
緒

に
数
か
月
か
け
て
、
改
訂
を
行
い（

（1
（

、
八
三
年
版
の
中
か
ら
「
過
亡
弟
墓
」
や
「
新
婚

曲
」
な
ど
の
十
五
首
を
削
除
し
、
新
し
い
作
品
を
加
え
た
も
の
が
一
八
八
六
年
の
北

京
刊
行
本
で
あ
る
。

奎
章
閣
に
あ
る
二
冊
は
一
八
八
六
年
版
本
と
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト

を
た
ど
っ
て
所
蔵
に
到
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
四
針
眼
の
線
装
、
山
吹
色
の
表
紙

で
、
北
京
所
蔵
の
も
の
よ
り
枚
数
が
二
十
一
枚
多
く
、
八
十
三
丁
と
な
っ
て
い
る
。

刊
記
は
「
光
緒
丙
戌
歳
二
月
」
と
、
刊
行
年
、
月
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
卞
元
圭
に

よ
る
序
文
は
変
更
が
な
く
、
新
た
に
先
に
紹
介
し
た
巻
尾
跋
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

蔵
書
印
は
両
方
と
も
「
ソ
ウ
ル
大
学
図
書
」、「
京
城
帝
国
大
学
図
書
」、「
朝
鮮
総
督

図
書
」
の
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
一
冊
に
は
「
集
玉
斎
」（
景
福
宮
に
作

ら
れ
た
国
王
高
宗
の
書
斎
）、「
帝
室
図
書
之
章
」
が
あ
っ
て
、
も
う
一
冊
に
は
「
編

輯
局
保
蔵
」「
卞
邑
鼎
相
」
の
印
が
押
し
て
あ
る
。
実
は
、
李
裕
元
の
も
と
に
も
『
蔵

園
詩
鈔
』
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
卞
元
圭
の
印
刷
に
付
し
た
も
の

で
は
な
い（

（1
（

。
一
八
七
六
年
夏
に
李
裕
元
が
游
智
開
宛
て
に
送
っ
た
書
信
の
中
に
、『
蔵

園
詩
鈔
』
に
つ
い
て
、「
按マ
マ
（
案
）
頭
に
置
い
て
お
り
、
常
に
大
事
に
拝
見
し
て
い
る
」

と
し
た
上
で
、
詩
文
の
素
晴
ら
し
さ
を
称
賛
し
て
い
た
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
卞
元
圭

と
同
じ
よ
う
に
游
智
開
に
贈
与
品
と
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
の
文
人
が
朝

鮮
の
使
節
と
交
流
す
る
場
合
に
、
詩
文
を
唱
和
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
い
っ
た
作
品

集
や
書
物
の
贈
呈
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
蔵
園
詩
鈔
』
に
も
こ

の
よ
う
な
記
録
が
多
見
す
る
。

三
つ
目
の
版
本
は
、
一
八
九
四
年
以
降
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
印
刷
で
あ
る
と

推
定
す
る
。『
蔵
園
詩
鈔
』
に
あ
る
詩
文
の
執
筆
年
代
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
こ
の
版
の
冒
頭
の
一
首
目
「
古
近
體
一
巻
」
と
い
う
詩
に
、「
光
緒
二

十
年
甲
午
秋
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
一
番
新
し
い
日
付
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

一
八
八
六
年
版
と
比
べ
て
、
さ
ら
に
増
減
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
丁
数
は
変
わ
ら
ず

本
文
が
八
十
一
丁
に
、
跋
文
二
丁
で
あ
っ
た
。

２
．『
蔵
園
詩
鈔
』
か
ら
見
る
游
智
開
と
朝
鮮
使
節
と
の
か
か
わ
り

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
蔵
園
詩
鈔
』
は
版
ご
と
に
改
訂
し
て
い
て
、
最
初
の
一

八
八
三
年
版
に
は
不
明
な
も
の
を
除
け
ば
、
朝
鮮
の
使
節
あ
る
い
は
朝
鮮
に
つ
い
て

詠
っ
た
も
の
は
計
二
十
一
首
収
録
し
て
あ
る
。
一
八
八
六
年
版
は
李
裕
元
に
か
か
わ

る
詩
四
首
が
削
除
さ
れ
、
閔
種
黙
に
贈
っ
た
三
首
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
八
九

四
年
版
に
は
卞
元
圭
を
懐
か
し
む
詩
一
首
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
継
続
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
詩
文
は
表
現
の
修
正
が
若
干
見
ら
れ
る
も
の
の
、
大
き
な
変
更
が
な
か
っ

た
。
以
下
、
游
が
詩
文
に
詠
っ
た
人
物
に
つ
い
て
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
一
八

八
六
年
版
に
し
た
が
っ
て
人
物
別
に
見
て
い
く
。

①
朴
珪
寿
（
一
八
〇
七
～
一
八
七
七
年
、
字
は
桓
卿
、
瓛
卿
、
号
は
瓛
斎
、
本
貫

は
潘
南
）。

朴
珪
寿
は
一
八
七
二
年
進
賀
正
使
と
し
て
二
度
目
の
使
行
の
時
に
游
と
出
会
っ

た
。
三
七
～
三
八
頁
に
游
智
開
が
朴
珪
寿
に
送
っ
た
詩
二
首
と
解
説
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
朴
珪
寿
は
游
に
、
朝
鮮
の
京
に
あ
る
会
賢
坊
と
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
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清の游智開と朝鮮の朝貢使節

お
り
、
友
人
ら
と
よ
く
蘇
東
坡
（
蘇
軾
、
北
宋
の
文
人
）
の
誕
生
日
を
祝
う
会
を
開

く
と
話
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
游
智
開
は
そ
の
夜
に
夢
で
蘇
東
坡
に
会
っ
た
。
こ
れ

に
因
ん
だ
詩
を
作
っ
て
、
朴
へ
の
羨
望
を
述
べ
た
。
そ
の
晩
二
人
は
、
蕭
寺
（
仏
教

の
寺
）
で
「
飲
恣
大
酔
」
と
書
い
て
あ
る
内
容
か
ら
、
痛
飲
し
て
交
流
し
た
よ
う
だ
。

付
言
す
れ
ば
、
後
述
す
る
李
裕
元
と
の
宴
会
も
こ
こ
蕭
寺
に
て
行
わ
れ
て
い
た（

（1
（

。

②
姜
海
蒼
と
姜
白
石

四
〇
頁
に
「
寄
姜
海
蒼
」
の
一
首
が
あ
る
。
一
八
八
三
年
版
で
は
「
蒼
」
の
字
が

誤
っ
て
「
滄
」
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
八
八
六
年
以
降
の
版
で
は
「
蒼
」
で
統
一
さ

れ
て
い
る
。
游
智
開
は
数
年
間
に
わ
た
っ
て
姜
海
蒼
と
頻
繁
に
書
信
を
交
し
て
い
た

が
、
最
近
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
と
つ
ぶ
や
い
た
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
朝

鮮
の
友
人
の
中
で
姜
海
蒼
が
も
っ
と
も
長
い
付
き
合
い
だ
っ
た
と
述
べ
た
こ
と
か

ら
、
姜
海
蒼
は
一
八
七
二
年
に
進
賀
使
の
書
状
官
と
し
て
、
朴
珪
寿
に
同
行
し
て
清

に
赴
い
た
姜
文
馨
（
一
八
三
一
～
没
年
不
詳
、
字
は
德
輔
、
蘭
圃
、
本
貫
は
晋
州
）

の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

三
六
頁
に
は
帰
国
す
る
姜
海
蒼
を
送
別
す
る
「
送
朝
鮮
使
臣
姜
海
蒼
帰
国
」
が

あ
っ
て
、
帰
途
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
内
容
で
あ
る
。
す
ぐ
左
に
「
又
送
姜
白
石
」
の
一

首
が
あ
り
、
朝
鮮
使
節
の
餞
別
に
詩
を
贈
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
姜
白

石
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
り
っ
ぱ
な
風
采
で
「
翩
翩
年
少
」
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
時
す
で
に
四
十
歳
を
過
ぎ
た
姜
海
蒼
の
こ
と
で
は
な
く
、
随
行
人
中
の

他
の
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
も
「
酒
酣
吟
旅
館
」
と
あ

り
、
酒
宴
に
て
詩
文
を
唱
和
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
詩
が
詠
ま

れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
四
〇
頁
か
ら
四
一
頁
に
、

「
朝
鮮
贈
答
詩
五
首
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
五
首
の
う
ち
二
首
が
「
姜
候
が
我
に

硯
を
貽
り
、
李
相
は
我
に
洗
を
貽
る
」、「
姜
候
が
我
に
簡
を
貽
り
、
李
相
は
我
に
書

を
貽
る
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
姜
公
と
は
姜
海
蒼
の
こ
と
で
、
李
相
は
李
裕
元

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
硯
と
筆
洗
（
筆
の
穂
先
を
洗
う
器
）
を
贈
っ

て
く
れ
た
と
い
う
。
残
り
の
三
首
は
「
何
以
報
遠
人
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
つ
づ
い
て

遠
方
か
ら
の
客
に
は
「
呉
綾
、
象
環
、
美
酒
」
を
以
っ
て
こ
た
え
る
と
書
い
て
あ
る
。

呉
綾
は
江
蘇
省
呉
江
の
特
産
品
で
、
高
級
シ
ル
ク
の
一
種
、
象
環
は
象
牙
で
作
ら
れ

た
装
飾
品
で
、
い
ず
れ
も
贅
沢
品
で
、
朝
貢
使
節
が
北
京
会
同
館
会
市
で
の
取
引
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
希
少
価
値
の
高
い
品
が
実
際
に
贈
ら
れ
た
か
ど
う

か
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
書
簡
、
文
房
具
を
も
ら
っ
た
返
礼
に
そ
れ
ら

の
品
名
が
上
が
っ
て
い
て
、
朝
鮮
使
節
と
の
酒
宴
は
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

贈
答
品
に
関
す
る
記
述
は
三
六
頁
に
も
見
ら
れ
る
。

③
沈
士
民

三
六
頁
に
「
寄
懐
朝
鮮
沈
士
民
」
の
一
首
が
あ
る
。
沈
士
民
に
つ
い
て
の
詳
細
は

不
明
だ
が
、
游
智
開
が
永
平
府
に
在
任
し
た
期
間
を
考
慮
し
て
、
一
八
七
四
年
冬
至

使
副
使
の
沈
履
澤
（
一
八
三
二
～
一
八
九
二
年
、
一
八
八
一
年
紳
士
遊
覧
団
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
日
本
へ
視
察
に
訪
れ
た
）
か
、
一
八
七
七
年
冬
至
使
正
使
の
沈
承
澤

（
一
八
一
一
～
没
年
不
詳
）
か
ど
ち
ら
か
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
詩
に

は
「
東
国
の
客
が
慇
懃
に
上
薬
を
贈
っ
て
く
だ
さ
り
、
常
に
そ
の
多
情
さ
を
感
じ
る
」

と
詠
ま
れ
た
句
が
あ
り
、
延
命
長
寿
の
上
薬
と
は
、
朝
鮮
人
参
や
朝
貢
使
節
が
よ
く

携
行
し
て
い
た
清
心
丸
（
牛
黄
を
主
成
分
と
し
て
い
る
生
薬
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
贈
与
は
朝
鮮
使
節
と
清
の
官
員
の
間
に
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
た
。

④
李
裕
元
（
一
八
一
四
～
一
八
八
八
年
、
字
は
京
春
、
号
は
橘
山
、
嘉
梧
室
、
林

下
盧
、
黙
農
）

李
裕
元
は
游
智
開
の
仲
介
で
、
李
鴻
章
と
書
信
を
や
り
取
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
先
行
研
究
に
よ
っ
て
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
実
は
、
李
裕
元
は
一
八
七
六
年
に
清
か
ら
帰
国
し
て
か
ら
、
道
中
で
知
り
合
っ

た
瀋
陽
将
軍
で
あ
る
崇
実
と
、
清
か
ら
勅
使
と
し
て
朝
鮮
に
来
た
吉
林
将
軍
の
銘
鼎

と
も
書
信
を
交
し
て
い
た
。
そ
こ
で
次
回
に
派
遣
さ
れ
る
朝
貢
使
節
に
書
信
と
一
緒

に
贈
り
物
も
託
し
た
。
瀋
陽
将
軍
へ
の
贈
り
物
は
「
佳
什
及
各
珍
品
」
と
し
か
分
か

ら
な
い
が
、
吉
林
将
軍
に
送
っ
た
の
は
清
心
丸
百
個
で
あ
っ
た
。
二
人
か
ら
答
礼
を

も
ら
っ
た
が
、
そ
の
中
身
は
不
明
で
あ
る（

（1
（

。
た
だ
両
者
と
の
書
信
は
い
ず
れ
も
二
回

往
復
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
、
継
続
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

遠
方
の
客
へ
の
贈
り
物
と
し
て
は
、
少
し
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
游

智
開
は
李
裕
元
に
橘
の
盆
栽
を
贈
っ
た
（
三
六
頁
、「
盆
橘
一
株
贈
朝
鮮
使
臣
李
橘

山
」）。
そ
し
て
李
裕
元
の
号
で
あ
る
「
橘
山
」
に
ち
な
ん
で
、
詩
を
三
首
添
え
て
い

る
。
こ
れ
を
も
ら
っ
た
李
裕
元
は
感
激
し
て
、
返
礼
の
書
信
を
送
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
つ
づ
っ
た
後
、「
弟
幸
即
竣
事
、
念
後
可
以
還
簇
、
歴
拜
有
期
」
と
、

幸
い
に
も
用
事
を
も
う
少
し
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
戻
っ
て
行
っ
た
時
に

游
智
開
と
再
会
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
結
ん
で
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、
李
裕
元
は

北
京
に
赴
く
途
中
に
一
度
游
智
開
に
会
い
、
帰
路
に
も
う
一
度
会
っ
た
。

年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
か
、
二
人
は
意
気
投
合
し
、
酒
を
飲
み
詩
文
も
交

し
た
。
一
八
八
三
年
版
に
あ
っ
て
八
六
年
版
に
な
い
削
除
さ
れ
た
四
首
は
気
に
か
か

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
左
に
「
摩
山
四
詠
為
朝
鮮
李
橘
山
作
」
と
な
っ
て
い
る
四
首
を

引
用
す
る
。

摩
山
何
峩
峩
、
家
世
表
東
海
、
草
木
皆
君
恩
、
況
有
賜
書
在

佩
玉
委
厳
廊
、
結
盧
在
林
下
、
堂
廉
契
已
深
、
思
煞
優
遊
者

湛
湛
退
士
潭
、
天
光
清
見
底
、
臣
身
退
未
能
、
臣
心
常
若
此

清
香
発
四
時
、
具
曰
主
人
楽
、
雅
愛
主
人
賢
、
次
第
開
東
閣

と
い
う
よ
う
に
、
二
人
の
深
い
友
情
を
称
え
る
も
の
で
、
大
事
な
国
事
に
か
か
わ

る
内
容
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
後
の
国
事
に
大
き
く
影
響
す
る
李
鴻
章

⇔

游
智
開

⇔

李
裕
元
間
の
書

信
パ
イ
プ
は
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
で
ろ
う
か
。
夫
馬
進
氏
に
よ
れ
ば
、「
李
裕
元

は
高
宗
十
二
年
（
光
緒
元
年
＝
一
八
七
五
）
十
一
月
七
日
、
永
平
府
城
に
宿
を
と
り
、

こ
の
日
の
夜
游
智
開
と
痛
飲
し
、
こ
の
機
を
と
ら
え
て
李
鴻
章
と
関
係
を
持
つ
こ
と

を
頼
み
込
ん
だ
。
翌
日
に
は
彼
の
部
下
を
游
智
開
の
も
と
へ
二
度
ま
で
派
遣
し
彼
の

意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
伝
え
さ
せ
た
。
し
か
も
游
智
開
は
李
裕
元
の
手
紙
を
託
さ
れ
、

こ
れ
を
李
鴻
章
と
会
っ
た
と
き
に
自
ら
手
渡
し
た
の
で
あ
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

大
筋
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。
游
智
開
と
李
裕
元
の
間
の
書
信
と
『
蔵
園
詩
鈔
』
に

あ
る
内
容
を
総
合
し
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
証
す
る
と
、
李
裕
元
と
李
鴻
章
が
書
信

を
往
来
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
李
裕
元

一
行
は
帰
国
時
に
再
度
永
平
府
に
立
ち
寄
り
游
智
開
を
訪
ね
た
。
復
路
で
あ
る
の

で
、
年
が
明
け
て
一
八
七
六
年
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
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朴
珪
寿
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
寺
で
宴
会
を
開
い
た
。
無
論
、
こ
こ
で
は
二
人
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
の
ち
に
李
裕
元
が
游
に
宛
て
た
手
紙
で
、
当
日
同
席
し
た
許
奭（

（1
（

と

金
石
霞（

（2
（

の
二
人
の
近
況
を
報
告
し
た
こ
と
や
、
游
智
開
が
「
邦
人
」
が
宴
会
の
こ
と

を
「
盛
事
と
称
す
る
」
と
記
述
し
た
こ
と
か
ら
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
や
か
な
宴
席
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
李
裕
元
は
游
智
開
か
ら
「
蔵
園
詩
鈔
」
を
贈
っ
て

も
ら
っ
た
。
時
期
的
に
考
え
る
と
、
こ
れ
は
現
存
す
る
い
ず
れ
の
版
本
で
も
な
い
は

ず
で
あ
る
。
李
裕
元
は
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
游
智
開
が
天
津
に
て
李
鴻
章

と
面
会
し
た
時
に
詠
ん
だ
詩（

（2
（

を
見
て
、
敬
慕
の
念
を
覚
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
夜
に

部
下
の
金
寅
浩（

（2
（

を
游
智
開
の
と
こ
ろ
に
送
り
、
李
裕
元
の
意
を
具
体
的
に
述
べ
て
、

李
鴻
章
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
頼
み
込
ん
だ
。
翌
朝
に
ま
た
篋
（
竹
の
箱
）
を
一
つ

送
っ
て
き
た
。
李
鴻
章
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
「
李
裕
元
の
意
」
と
は
ど
ん
な
内

容
で
あ
り
、
手
渡
し
た
「
篋
」
の
内
容
物
が
何
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
つ
い

て
の
記
録
が
な
く
、
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
游
智
開
の
同
意
を
得
た
時

に
李
裕
元
は
、
す
で
に
帰
途
に
就
い
て
い
た
。
途
中
の
小
黒
山
か
ら
李
鴻
章
宛
て
の

書
信
を
游
智
開
に
送
り
、
こ
の
よ
う
に
記
し
た
。

「
逢
游
知
府
憑
探
鈞
体
万
安
、
有
若
拜
於
沐
下
、
不
勝
仰
喜
、
小
生
於
海
隅
見

無
異
坐
井
、
焉
有
管
窺
乎
、
一
游
大
方
、
平
生
足
矣
、
天
津
遥
隔
末
由
晋
候
以

聴
鈞
教
、
含
倀
帰
国
、
妄
因
游
兄
数
字
仰
累
清
聴

4

4

4

4

4

4

4

4

、
罪
悚
之
極
、
僭
越
莫
甚
、

若
下
答
教

4

4

4

4

、
与
栄
無
比
、
不
任
惶
憟
之
至
、
不
備
謹
呈
、
橘
山
李
裕
元
再
拜
。

白
參
一
斤
、
清
心
二
十
丸
、
蘇
合
丸
一
百
丸
、
三
種
微
物
、
敢
此
表
忱
、
悚
甚

悚
甚（

（2
（

」

と
な
っ
て
い
る
。
傍
点
の
箇
所
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
游
智
開
に
伝
言
を
依
頼
し

た
李
裕
元
は
、
李
鴻
章
に
対
し
て
、
そ
の
伝
言
を
聞
い
て
か
ら
、
教
示
し
て
く
れ
る

よ
う
申
し
出
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
肝
心
な
こ
と
、
国
事
に
か
か
わ
る
重
要
な
こ

と
は
こ
の
手
紙
に
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
游
智
開
を
通
し
て
聞
か
せ
た
の
で

あ
る
。
翌
月
に
李
鴻
章
に
会
っ
た
游
智
開
は
、
口
頭
で
李
裕
元
の
意
を
伝
え
た
、
と

い
う
経
緯
に
な
る（

（2
（

。
李
鴻
章
か
ら
の
返
信
は
、
対
日
開
国
に
つ
い
て
言
及
し
、
朝
鮮

と
日
本
の
関
係
の
先
行
き
を
懸
念
し
な
が
ら
、「
防
備
」
す
る
必
要
性
を
説
い
た
内

容
で
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
李
裕
元
が
游
智
開
を
通
し
て
李
鴻
章
に
伝
え
て
ほ

し
い
と
い
っ
た
こ
と
、
教
示
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
対
日
関
係
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
と

推
定
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
李
鴻
章
に
贈
っ
た
「
三
種
」
の
贈
り
物
は
、
前
述
し
た
吉
林
将
軍
に
送
っ

た
「
清
心
丸
百
個
」
を
鑑
み
れ
ば
、
驚
く
ほ
ど
の
量
で
は
な
い
よ
う
だ
。

そ
の
後
も
李
裕
元
は
、
朝
貢
使
節
や
そ
れ
に
随
行
す
る
訳
官
に
託
し
て
、
游
智
開

と
李
鴻
章
の
も
と
に
手
紙
、
詩
文
、
贈
り
物
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
李
鴻
章
の
一
部

の
書
信
は
、
そ
の
幕
僚
で
あ
る
薛
福
成
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
幕
僚
が
代
筆
す
る
こ
と
は
、
清
朝
の
政
治
家
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、

た
と
え
ば
前
述
し
た
瀋
陽
将
軍
崇
実
か
ら
の
書
信
で
は
、
そ
の
息
子
が
父
の
命
を
受

け
て
代
返
し
た
も
の
で
あ
る
と
そ
の
手
紙
に
書
い
て
あ
っ
た
。
李
裕
元
の
場
合
も
同

様
に
代
筆
が
見
ら
れ
た
。
小
黒
山
か
ら
游
智
開
に
宛
て
た
書
信
は
、「
侍
史
」
の
許

奭
に
よ
る
執
筆
だ
そ
う
で
、「
極
有
風
格
」
と
游
智
開
の
称
賛
を
得
た（

（2
（

。

し
か
し
朝
貢
使
節
に
託
し
た
書
信
は
、
使
節
が
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
携
行
す
る
た

め
、
使
節
に
よ
り
別
途
に
送
ら
れ
て
遅
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
四
月
に
、

前
年
派
遣
さ
れ
た
進
香
使
の
洪
祐
昌
が
す
で
に
帰
国
し
た
が
、
託
さ
れ
た
游
智
開
か

ら
の
書
信
は
後
に
運
ば
れ
て
来
る
荷
車
に
あ
る
た
め
、
未
だ
に
拝
見
で
き
ず
、
待
ち
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わ
び
て
い
る
と
李
裕
元
が
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
洪
祐
昌
と
会
っ
た
時
に
李
裕
元
は
、
游
智

開
が
自
分
の
還
暦
に
詠
ん
だ
詩
（『
蔵
園
詩
鈔
』
三
五
頁
に
収
録
）
に
唱
和
し
て
、

ま
た
游
智
開
に
送
り
返
し
た（

（2
（

。
游
智
開
は
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
さ
ら
に
和
し
た
詩
は

四
〇
頁
に
あ
る
「
橘
山
寄
和
六
〇
初
度
詩
因
畳
韻
答
之
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
文

の
往
来
も
、
李
裕
元

⇔

李
鴻
章
間
の
パ
イ
プ
の
継
続
を
支
え
、
の
ち
李
鴻
章
が
朝
鮮

に
た
い
し
て
政
策
助
言
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た（

（2
（

。

実
は
、
李
裕
元
は
清
の
文
人
と
詩
文
を
唱
和
す
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
彼
は
か
つ
て
清
に
派
遣
さ
れ
る
朝
貢
使
節
に
、
清
に
行
け
ば
、「
三
貧
」
に
出

く
わ
す
だ
ろ
う
と
語
っ
た
。「
三
貧
」
と
は
、「
言
貧
」、「
文
貧
」、「
銀
鈔
貧
」
の
こ

と
で
あ
る
。
言
葉
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
言
貧
」
に
、
朝
鮮
の
人
々
が
好
ん

で
購
入
す
る
古
董
品
は
贋
品
が
多
い
上
に
値
段
が
高
い
こ
と
か
ら
「
銀
鈔
貧
」
に
な

る
と
い
う
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
「
文
貧
」
は
、
漢
詩
を
作
成
す
る
時
に
、
朝
鮮
の

人
に
比
べ
て
清
の
文
人
は
は
る
か
に
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
、
漢
詩
を
詠
む
の
に
時

間
か
か
る
朝
鮮
の
人
は
遅
れ
て
、「
文
貧
」
を
感
じ
る
と
い
う
。
故
に
李
裕
元
は
「
不

可
與
彼
人
作
詩
」
と
忠
告
し
、
若
し
自
分
が
再
度
清
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
ら
、「
三

貧
之
苦
」
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
必
ず
や
「
聾
耳
於
覘
覸
、
閉
口
於
吟
哦
、
鎖
眼
於

物
貨
」
と
、「
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
見
ざ
る
」
を
誓
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
裕
元
は
游
智
開
と
の
詩
文
唱
和
を
怠
ら
ず
、
游
と
の
関
係

を
重
視
し
、
大
事
に
し
て
き
た
。
李
の
文
集
に
は
、
他
に
も
游
智
開
に
贈
っ
た
詩
が

確
認
で
き
る（

（3
（

。
一
方
、『
蔵
園
詩
鈔
』
六
五
頁
に
游
智
開
が
李
裕
元
の
こ
と
を
案
ず

る
詩
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
輿
図
歴
歴
指
朝
鮮
、
俄
北
倭
南
界
併
連
、
看
到
橘
山
遷
謫
處
、
不
禁
却
立
意

悽
然
」

と
、
失
脚
し
た
李
裕
元
の
こ
と
を
気
に
か
け
た
。
直
接
の
連
絡
が
す
で
に
途
絶
え
た

後
の
作
品
の
よ
う
で
あ
る
が
、
李
裕
元
は
こ
の
詩
を
見
て
、
さ
ら
に

「
北
是
燕
京
東
是
鮮
、
両
居
落
落
一
心
連
、
多
君
何
事
輿
図
指
、
人
在
天
涯
独

惘
然
」

と
唱
和
し
た（

（3
（

。
卞
元
圭
の
刊
行
し
た
『
蔵
園
詩
鈔
』
は
、
李
裕
元
も
見
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
詩
は
李
裕
元
と
游
智
開
の
友
情
の
証
で
あ
る
が
、
述
懐
す
る
き
っ

か
け
が
あ
る
か
ら
と
推
察
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
詩
と
一
緒
に
「
李
太
傅
座
間

即
事
」
と
題
し
た
も
う
一
首
の
作
品
で
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
連
朝
為
客
籌
東
海
、
過
耳
帰
鴉
躁
晩
天
、
官
燭
両
行
焼
又
盡
、
相
公
猶
手
草

苔
箋
」

で
あ
る
。
李
鴻
章
が
連
日
昼
夜
を
問
わ
ず
に
、
朝
鮮
の
こ
と
に
尽
力
を
し
て
い
る
様

子
を
描
い
て
い
る
。
多
少
オ
ー
バ
ー
の
表
現
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
李
鴻
章
と

游
智
開
が
、
朝
鮮
に
関
し
て
討
議
を
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

⑤
金
鷔
玉

『
蔵
園
詩
鈔
』
に
は
ま
た
、「
和
朝
鮮
使
臣
金
鷔
玉
蝀
橋
玩
月
」（
三
七
頁
）
の
一

首
が
あ
る
。
蝀
橋
は
北
京
西
苑
に
あ
る
地
名
で
あ
る
。
金
鷔
玉
に
つ
い
て
は
人
物
の

確
定
が
で
き
な
い
が
、
詩
の
配
列
と
前
後
関
係
か
ら
奏
請
副
使
と
し
て
李
裕
元
に
同

行
し
て
い
た
金
始
淵
（
一
八
一
〇
～
没
年
不
詳
）
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
金
始
淵
は

文
筆
に
優
れ
、
一
八
四
二
年
に
奎
章
閣
直
閣
と
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
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⑥
閔
種
黙
（
一
八
三
六
～
一
九
一
六
年
、
字
は
玄
卿
、
号
は
翰
山
、
本
貫
は
驪
興
）

一
八
八
六
年
以
降
の
版
本
に
題
が
「
贈
朝
鮮
使
臣
閔
翰
山
」
と
い
う
閔
種
黙
に
関

す
る
七
言
律
詩
三
首
が
あ
る
。
三
首
の
詩
の
前
に
は
、
作
詩
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

る
。
閔
種
黙
は
一
八
七
六
年
に
副
使
と
し
て
清
を
訪
れ
て
い
て
、
そ
の
時
に
一
度
游

智
開
に
会
っ
て
、
詩
を
唱
和
し
た
と
い
う
。
一
八
八
五
年
に
閔
種
黙
は
陳
奏
使
と
し

て
再
度
清
に
赴
く
際
に
、
永
平
を
通
っ
た
が
、
こ
の
と
き
、
游
智
開
が
す
で
に
知
府

の
職
を
離
れ
て
い
た
た
め
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
残
念
に
思
っ
た
閔
種
黙

は
游
智
開
に
書
信
を
送
り
、
元
夕
（
正
月
十
五
日
）
に
天
津
に
行
き
、
二
人
は
そ
こ

で
九
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
。
無
論
、
こ
こ
で
も
宴
会
は
欠
か
せ
な
い
。
二
人
は
痛
飲

し
、
ま
た
「
接
坐
細
談
当
世
事
」（
七
〇
頁
）
と
、
隣
り
合
っ
て
坐
り
、
最
近
の
出

来
事
を
話
し
て
い
た
様
子
が
、
詩
文
を
通
し
て
う
か
が
え
る
。
具
体
的
に
何
の
「
当

世
事
」
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詩
は
続
い
て
、「
臨
岐
重

訂
再
来
縁
、
矧
今
朝
命
綏
藩
服
」
と
綴
っ
て
い
る
。
一
八
八
四
年
に
起
こ
っ
た
甲
申

政
変
の
後
、
李
鴻
章
は
朝
鮮
の
人
心
を
収
攬
す
る
た
め
に
、
前
々
年
の
壬
午
軍
乱
に

清
に
連
行
し
た
国
王
の
実
父
大
院
君
の
帰
国
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
李
は

朝
鮮
に
、
ま
ず
返
還
を
懇
願
す
る
よ
う
に
と
勧
告
し
、
そ
し
て
朝
鮮
か
ら
の
懇
願
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
帰
国
さ
せ
る
と
の
意
思
を
示
し
た
。
閔
種
黙
は
こ
う
し
た
李
の
意

向
を
受
け
て
、
一
八
八
五
年
に
陳
奏
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
き
た（

（3
（

。「
朝
命
が
藩
服

を
安
定
さ
せ
る
（
朝
命
綏
藩
服
）」
と
の
句
が
あ
っ
た
故
で
あ
る
。「
当
世
事
」
と
は
、

こ
う
い
っ
た
時
事
を
指
し
て
い
る
と
推
察
す
る
。

⑦
国
王
高
宗

『
蔵
園
詩
鈔
』
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
国
王
高
宗
に
贈
る
「
雙
剣
奉
答

朝
鮮
国
王
」（
五
七
頁
）
の
一
首
で
あ
る
。

齊
宿
求
良
冶
、
候
霊
鋳
精
鉄
、
雙
雙
寶
匣
間
、
忽
覩
明
星
列
、
摩
毮
重
装
飾
、

綴
以
黄
金
屑
、
憑
藉
使
君
賢
、
進
献
陳
言
説
、
干
莫
光
燭
霄
，
匪
但
蛟
可
截
、

連
朝
淬
礪
之
、
一
揮
敵
氛
滅
、
坐
撫
滄
海
東
、
顧
盻
雄
且
傑
、
要
之
自
強
術

4

4

4

4

4

、

利
器
用
尤
别

4

4

4

4

4

、
柄
操
掌
握
中

4

4

4

4

4

、
時
局
默
参

4

4

4

4

閱4

、
廷
議
多
異
同

4

4

4

4

4

、
群
疑
苦
紛
結

4

4

4

4

4

、

維
王
秉
神
武

4

4

4

4

4

、
従
違
立
断
決

4

4

4

4

4

、
狡
如
倭
與
俄

4

4

4

4

4

、
聞
風
默
心
折

4

4

4

4

4

、
斯
剣
由
神
授
、

安
用
相
彼
薛
、
持
此
頌
明
王
、
累
葉
昭
光
烈
、
大
哉
宋
玉
言
、
倚
天
喩
非
設

と
、
ほ
か
の
詩
よ
り
長
く
、
朝
鮮
の
朝
議
に
ま
で
言
及
し
た
内
容
も
あ
っ
て
一
際
目

を
引
く
。
特
に
「
自
強
の
た
め
に
特
別
な
利
器
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
、
政

権
を
自
ら
の
手
に
掌
握
し
、
時
局
を
詳
し
く
諮
り
、
英
明
と
武
勇
を
も
っ
て
紛
々
た

る
議
論
が
あ
る
中
で
、
英
断
を
下
す
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
日
本
と
ロ
シ
ア
の
よ

う
な
狡
い
も
の
も
、
そ
れ
を
聞
い
て
黙
っ
て
心
服
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
一
八
七
〇
年
代
後
半
か
ら
李
鴻
章
に
代
表
さ
れ
る
清
の
対
朝
鮮
政
策
と

軌
を
一
に
し
て
い
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
、
游
智
開
は
「
朝
鮮
は
貧
弱
で
あ
り
、
日
本
が
東
に
ロ
シ
ア
が

北
に
い
て
、
強
大
な
隣
国
に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
、
た
び
た
び
そ
の
国
相
（
李
裕
元

の
こ
と
を
指
す
）
に
書
を
送
り
、
大
い
に
政
治
改
革
を
行
い
、
自
強
を
は
か
る
よ
う

に
と
言
い
つ
け
た
と
い
う
。
合
肥
の
李
太
傅
（
李
鴻
章
の
こ
と
）
も
ま
た
西
洋
と
通

商
し
、
強
隣
を
牽
制
す
る
策
を
勧
め
た
が
、
朝
鮮
の
朝
議
は
統
一
見
解
に
達
し
て
い

な
か
っ
た
。
光
緒
六
（
一
八
八
〇
）
年
冬
、
国
王
が
臣
下
の
卞
元
圭
に
、
私
に
手
紙

を
送
る
よ
う
命
じ
て
、
経
典
書
籍
や
生
薬
な
ど
も
ご
恵
贈
く
だ
さ
っ
た
」
と
述
べ
て

（
五
七
頁
）、
国
王
へ
の
答
礼
と
し
て
剣
を
鋳
造
し
て
贈
る
こ
と
に
し
た
と
、
そ
の
経
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緯
を
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
李
裕
元
と
清
の
官
員
の
間
の
や
り
取
り
を
国
王

が
承
知
で
あ
り
、
書
信
や
贈
り
物
を
伝
達
し
て
い
る
卞
元
圭
の
行
動
も
、
国
王
高
宗

の
意
思
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
一
八
九
四
年
以
降
版
で
は
、
冒
頭
の
「
朝
鮮
貧
弱
、
倭
東
俄
北
強
隣
逼
處
」

の
一
文
を
、「
朝
鮮
雅
尚
文
学
、
強
隣
逼
處
」
と
表
現
を
変
え
て
い
る
。

⑧
卞
元
圭

最
後
に
、
朝
鮮
国
王
の
意
を
游
智
開
に
伝
え
て
き
た
卞
元
圭
に
つ
い
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。
Ⅱ
の
１
．
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
卞
元
圭
は
『
蔵
園
詩
鈔
』
を
印
刷

に
付
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
名
前
が
『
高
宗
実
録
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
側
の

資
料
で
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
清
の
董
文
渙（

（3
（

が
編
纂
し
た
詩
集
『
韓
客
詩
存
』

（
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
に
、
朝
鮮
の
使
節
と
唱
和
し
た
詩
文
が
多
く

収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
、
卞
元
圭
が
一
八
六
五
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま

で
の
間
に
、
朝
貢
使
節
に
同
行
し
て
清
に
赴
き
、
清
の
官
僚
や
文
人
と
交
流
し
た
こ

と
が
分
か
る（

（3
（

。
朝
貢
使
節
に
関
し
て
は
、
正
使
、
副
使
お
よ
び
書
状
官
の
三
人
の
名

前
は
記
録
に
残
る
が
、
訳
官
や
そ
の
他
の
随
行
員
の
詳
細
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
い
。
こ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
『
韓
客
詩
存
』
は
貴
重
な
一
次
史
料
と

言
え
る
。
そ
の
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
っ
て
、『
蔵
園
詩
鈔
』
に
あ
る
卞
元

圭
に
関
す
る
詩
文
は
、
他
の
人
物
を
は
る
か
に
上
回
る
量
で
、
五
五
頁
か
ら
三
丁
に

わ
た
る
紙
幅
を
と
っ
て
い
た
。

最
初
の
言
及
は
五
五
頁
に
あ
る
「
贈
朝
鮮
卞
元
圭
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
八
七

九
年
十
二
月
二
十
七
日
と
日
付
ま
で
記
し
て
、
旅
に
出
か
け
て
そ
の
道
中
に
い
る
游

智
開
を
、
卞
元
圭
が
五
鼓
の
時
（
早
朝
五
時
頃
）
に
旅
館
の
門
の
外
で
立
っ
て
待
っ

て
い
た
と
い
う
。
真
冬
の
早
朝
、
ま
だ
真
っ
暗
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
二
人
は
空

が
明
る
く
な
っ
て
か
ら
分
か
れ
た
。

こ
れ
が
二
人
の
初
対
面
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
記
述
だ
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
卞
元
圭
の
訪
清
は
遅
く
と
も
一
八
六
五
年
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
一
八
七
二
年
に
朴
珪
寿
に
随
行
し
た
訳
官
の
中
に
卞
元
圭
が
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

仮
に
大
勢
の
朝
貢
使
節
団
の
中
に
い
て
、
游
智
開
が
卞
元
圭
の
こ
と
が
分
か
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
卞
は
游
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
単
に
あ
い
さ
つ
に
来
た
の

か
、
そ
れ
と
も
李
裕
元
か
ら
何
か
の
伝
言
を
預
か
っ
た
だ
ろ
う
か（

（3
（

。
い
ず
れ
に
し
て

も
一
八
七
九
年
の
冬
に
、
游
智
開
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
時
卞
元
圭
は
す
で
に
十
数
年
の
経
験
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
訳
官
で
あ
る
は
ず
。

し
か
し
五
五
頁
に
「
雲
官
副
司
直
」
の
五
言
絶
句
に
「
言
梗
藉
筆
談
」
と
あ
る
よ
う

に
、
時
々
筆
談
を
介
し
て
交
流
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
二

人
の
間
は
「
懇
切
無
匿
情
」
で
、
す
べ
て
を
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
る
仲
で
あ
る

と
も
記
し
て
あ
る
。
一
八
八
〇
年
春
に
卞
元
圭
は
朝
鮮
に
帰
る
途
中
で
ま
た
游
智
開

を
訪
れ
、
そ
の
後
八
月
に
、
兵
匠
を
率
い
て
天
津
に
て
武
備
を
習
う
こ
と
を
懇
願
す

る
た
め
に
再
来
し
た
（
五
五
頁
）。
こ
の
と
き
游
智
開
は
す
で
に
、
近
い
う
ち
に
天

津
に
て
再
会
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
（
五
六
頁
に
「
津
門
会
言
近
」
と
あ
る
）。

そ
し
て
天
津
で
ま
た
詩
を
唱
和
し
、「
朝
鮮
得
請
於
朝
（
清
国
の
こ
と
）
遣
官
送
使

臣
卞
元
圭
往
天
津
、
傳
相
李
公
命
智
開
同
鄭
玉
軒
、
許
涑
文
、
王
筱
雲
、
劉
薌
林
諸

観
察
、
與
使
臣
会
商
連
日
、
偏
観
機
器
軍
械
各
局
、
約
明
歳
率
兵
匠
来
津
学
習
」
と

記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
事
前
に
李
鴻
章
の
命
令
を
受
け
て
、
天
津
械
器
局
の
諸
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清の游智開と朝鮮の朝貢使節

官
員
と
一
緒
に
、
翌
年
の
兵
匠
学
習
の
件
で
詳
細
を
詰
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
時
の
様
子
を
、
一
八
九
四
年
の
版
本
に
追
加
さ
れ
た
「
寄
懐
卞
吉
雲
」
の
一

首
で
も
描
い
て
い
る
。「
光
緒
六
年
秋
、
李
太
傅
命
與
吉
雲
会
議
於
天
津
、
事
畢
置

酒
、
時
黄
花
盛
開
、
羅
列
屏
障
、
因
用
西
法
写
照
、
各
摹
一
紙
」
と
、
議
論
の
後
に

酒
席
を
用
意
し
、
西
洋
の
画
法
で
と
も
に
絵
を
描
い
た
こ
と
を
回
想
し
懐
か
し
ん
で

い
た
。

『
蔵
園
詩
鈔
』
の
内
容
を
検
討
し
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
游
智
開
が
朝

鮮
と
具
体
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
李
裕
元
と
の
交
流
か
ら
で
、
李
鴻
章

へ
の
仲
介
役
で
深
ま
り
、「
兵
匠
の
来
津
学
習
」（
学
造
器
械
事
）
を
機
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
。Ⅲ

．
領
選
使
の
派
遣

１
．「
学
造
器
械
事
」
の
決
定

　

─
─
李
裕
元
の
意
向
か
ら
李
鴻
章
の
意
向
へ
、
そ
し
て
「
朝
鮮
の
要
望
」
に
─
─

朝
鮮
で
は
、
大
院
君
執
政
の
時
代
か
ら
武
器
の
改
良
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
高
宗

が
親
政
す
る
と
、
大
院
君
の
推
進
し
た
政
策
を
こ
と
ご
と
く
否
定
し
た
が
、
軍
備
強

化
策
だ
け
は
受
け
継
が
れ
た（

（3
（

。
一
八
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
朝
鮮
は
「
武
備
自

強
」
を
目
指
し
、
兵
器
の
購
入
を
急
務
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
宗
属
関
係
を
結
ん

で
い
る
清
と
、「
日
朝
修
好
条
規
」
の
締
結
に
よ
っ
て
刷
新
さ
れ
た
隣
国
日
本
と
以

外
に
は
、
外
交
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
清
と
の
間
に
行
わ
れ
る
貿
易
品

目
、
数
量
に
関
し
て
も
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。
朝
貢
貿
易
の
取
引
禁
止
品
目
と

し
て
は
、
史
書
、
贅
沢
品
で
あ
る
蓮
緞
や
牛
角
な
ど
の
ほ
か
、
兵
器
、
火
薬
が
あ
り
、

厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
他
国
（
専
ら
日
本
）
を
通
し
て
の
購
入
は
、
清
と

の
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（4
（

。
無
論
、
資
金
の
調
達
も

一
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
。
故
に
、
朝
鮮
の
「
武
備
自
強
」
の
実
現
は
決
し
て
簡
単
な

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

「
武
備
自
強
」
は
李
鴻
章
が
李
裕
元
宛
て
の
書
信
で
、
対
欧
米
開
国
と
並
行
し
て

勧
告
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
李
裕
元
は
開
国
に
応
じ
な
か
っ
た
が
、「
武
備
自
強
」

に
対
し
て
は
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
示
し
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
李
鴻
章
に
直
接
伝

え
る
の
で
は
な
く
、
游
智
開
宛
の
手
紙
や
李
容
粛
の
口
伝
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
一

八
七
九
年
十
一
月
に
李
鴻
章
は
上
奏
文
「
籌
朝
鮮
」
の
中
で
、

「
齎
咨
官
李
容
粛
復
与
游
守
（
游
智
開
の
こ
と
）
籌
商
欲
来
謁
晤
、
将
製
器
錬

軍
等
事
面
陳
一
切
、（
中
略
）
並
云
李
裕
元
信
中
有
要
務
細
細
面
白
者
、
蓋
因

該
国
輿
論
擬
仿
古
外
国
入
学
之
例
、
咨
請
礼
部
、
揀
選
明
幹
人
員

4

4

4

4

4

4

在
天
津
等
処

学
習
軍
器
武
備
」

と
述
べ
て
い
る
。
一
八
七
九
年
の
段
階
で
、
李
裕
元
の
游
智
開
宛
て
の
手
紙
か
ら
朝

鮮
は
「
明
幹
人
員
」
を
選
ん
で
、
天
津
な
ど
で
「
軍
器
武
備
」
を
学
習
す
る
意
図
が

あ
る
と
、
李
鴻
章
は
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
具
体
的
な
方
法
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
詳
細
に
述
べ
た
い
と
い
う
「
要
務
」
の
内
容
も
不
明
で
あ
る
。
李
鴻
章
は
詳
し

い
こ
と
を
聞
こ
う
と
、
適
当
な
人
物
に
李
容
粛
を
天
津
に
護
送
し
て
来
る
よ
う
に
と

游
智
開
に
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
游
智
開
が
送
っ
た
護
送
者
は
北
京
よ
り
、
李
容
粛

の
手
紙
だ
け
を
持
っ
て
引
き
返
し
て
き
た
。
そ
の
手
紙
に
は
「
未
充
使
者
、
出
入
不

得
自
由
、
躊
躇
中
止
」
と
書
い
て
あ
り（

（4
（

、
つ
ま
り
、
李
容
粛
は
朝
貢
使
節
に
同
行
す

る
訳
官
で
自
由
に
行
動
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
天
津
に
い
る
李
鴻
章
を
訪
問
す

る
こ
と
を
断
念
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
口
実
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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李
容
粛
（
一
八
一
八
～
没
年
不
詳
、
字
は
敬
之
、
号
は
菊
人
、
本
貫
は
全
州
）
は

卞
元
圭
と
同
じ
く
、
訳
官
と
し
て
頻
繁
に
清
に
訪
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
一
八
六

六
年
の
シ
ャ
ー
マ
ン
号
事
件
や
第
一
次
・
二
次
修
信
使
の
日
本
行
き
に
同
行
す
る
な

ど
、
一
八
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
わ
た
り
長
く
朝
鮮
の
対
外
交
渉
に
携
わ
っ
て

い
た
。
李
容
粛
も
ま
た
清
の
文
人
や
官
員
と
広
く
交
遊
し
、
唱
和
し
た
詩
文
も
多
く

残
っ
て
い
る
。
一
八
七
二
年
に
朴
珪
寿
に
同
行
し
た
訳
官
の
中
に
卞
元
圭
の
ほ
か
、

李
容
粛
の
名
前
も
確
認
で
き
る（

（4
（

。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
李
容
粛
は
こ
の
時
だ
け
、

訳
官
で
あ
る
た
め
に
自
由
に
行
動
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
李
鴻
章
を
訪
問
す
る
の

を
た
め
ら
っ
て
断
念
し
た
。
自
ら
拒
否
し
た
か
、
何
ら
か
の
理
由
で
行
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
か
、
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
李
容
粛
は
朴

珪
寿
に
同
行
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
時
以
外
に
も
游
智
開
と
接
点
が
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、『
蔵
園
詩
鈔
』
で
は
彼
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
卞
元
圭
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、『
蔵
園
詩
鈔
』
に

は
一
八
七
九
年
十
二
月
と
翌
年
春
の
二
回
、
游
智
開
を
訪
ね
て
き
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
上
、
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
游
智
開
の
記
録
が
間
違
え
て
い
な
け
れ
ば
、

李
容
粛
は
卞
元
圭
と
同
じ
時
期
に
游
智
開
を
訪
問
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
光
緒
五
年
の
冬
至
使
韓
敬
源
に
同
行
し
て
清
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

李
鴻
章
は
李
裕
元
に
、
時
候
の
挨
拶
の
み
の
返
信
を
し
て
、
別
途
游
智
開
に
書
簡

を
送
っ
た
。
朝
鮮
側
に
、
要
望
の
件
は
実
行
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
ま

ず
礼
部
に
咨
文
を
送
る
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
咨
文
が
総
理
衙
門
に
回

さ
れ
て
き
て
か
ら
こ
ち
ら
で
適
宜
に
処
理
す
る
と
伝
え
る
よ
う
に
告
げ
た
の
で
あ

る（
（4
（

。冬
至
使
一
行
が
朝
鮮
に
戻
っ
て
き
て
一
八
八
〇
年
四
月
三
〇
日
に
、
こ
の
件
は

さ
っ
そ
く
審
議
に
か
け
ら
れ
た
。
司
訳
院
か
ら
、「
以
軍
器
貿
用
與
学
習
之
意
、
移

咨
中
国
事
」
で
啓
を
呈
し
て
、
学
習
の
件
と
、
こ
れ
ま
で
の
朝
清
間
で
取
引
禁
止
と

さ
れ
て
い
る
武
器
の
購
入
も
合
わ
せ
て
、
清
に
咨
文
を
送
り
、
許
可
を
求
め
る
提
案

が
出
さ
れ
た
。
諸
大
臣
の
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
李
裕
元
は
、

「
近
日
則
海
外
諸
国
挙
皆
留
住
燕
京
、
非
学
也
、
乃
通
商
也
。
臣
於
年
前
入
燕

也
察
其
動
静
、
則
倶
以
其
国
之
規
模
習
之
、
未
聞
以
中
原
之
学
習
之
。
皆
局
於

其
見
」

と
、
最
近
、
北
京
に
海
外
諸
国
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
が
、
自
分
た
ち
の
見
識
に
し

た
が
っ
て
行
動
し
て
お
り
、
清
に
学
習
す
る
目
的
の
者
が
い
な
い
と
指
摘
し
た
。
そ

の
た
め
、
朝
鮮
の
学
習
実
行
で
き
る
か
が
懸
念
さ
れ
る
と
述
べ
た
上
で
、「
且
以
財

力
言
之
、
似
無
以
支
策
」
と
経
済
的
に
困
難
で
あ
る
が
、
今
は
「
有
此
下
問
」（
略
）、

「
為
今
之
計
、
先
得
其
人
、
又
聚
其
財
」
と
、
せ
っ
か
く
清
か
ら
「
下
問
」
と
し
て

の
助
言
が
あ
る
の
で
、
人
材
の
獲
得
を
優
先
に
す
べ
き
と
の
考
え
を
示
し
た
。
こ
こ

で
「
下
問
」
を
発
し
た
人
物
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
が
、
経
過
か
ら
見
れ
ば
、
李
鴻

章
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
の
大
臣
も
同
様
に
経
済
的
な
面
を
懸
念
し
、
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、

清
に
咨
文
を
送
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
意
見
を
示
し
た
。
そ
こ
で
領
議
政

の
李
最
應
が
、

「
今
此
咨
文
事
、
非
但
剏
例
之
極
渉
慎
重
、
中
国
許
咨
、
有
未
可
愚
度
。（
中
略
）

且
移
咨
事
体
、
與
使
臣
呈
文
軽
重
迥
殊
」

と
述
べ
、
こ
れ
が
初
め
て
の
事
例
で
あ
り
、
き
わ
め
て
慎
重
に
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
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清の游智開と朝鮮の朝貢使節

な
い
と
し
た
う
え
で
、
清
に
咨
文
を
送
っ
て
も
、
許
可
し
て
も
ら
え
る
見
込
み
が
な

い
と
し
た
。
ま
た
、
送
る
咨
文
は
、
使
臣
、
つ
ま
り
清
か
ら
帰
っ
て
き
た
朝
貢
使
節

一
行
の
中
の
者
が
、
呈
し
た
文
と
重
み
が
は
る
か
に
異
な
る
の
だ
と
述
べ
た
。

こ
こ
で
「
使
臣
」
と
は
誰
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
。
提
案
者
は
司
訳
院
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
訳
官
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
使
臣
」
の
「
呈
文
」
は
李
鴻
章

か
ら
游
智
開
に
宛
て
た
手
紙
を
記
録
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
游
が
李
の
指
示
を
受

け
て
朝
鮮
側
に
書
い
た
文
章
か
、
結
果
と
し
て
李
鴻
章
の
意
見
は
游
智
開
を
経
由
し

て
、
朝
鮮
に
伝
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
大
臣
た
ち
の
慎
重
を
期
す
る
意
見
が
多

い
中
、
国
王
高
宗
が
、
初
め
て
の
こ
と
で
拒
ま
れ
た
例
が
な
く
、
況
し
て
こ
の
こ
と

が
「
学
造
備
禦
」
の
策
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
適
宜
に
処
理
す
べ

き
だ
と
し
て
、
清
に
要
望
す
る
咨
文
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
た（

（4
（

。
李
鴻
章
の
意
向
は

高
宗
の
軍
備
強
化
政
策
と
合
致
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
七
月
九
日
に
、
亟
や
か
に
「
明
幹
人
員
」
を
選
送
し
て
天
津
廠
等

の
と
こ
ろ
で
「
学
造
器
械
」
す
る
と
同
時
に
、
清
か
ら
も
「
解
事
人
員
」
を
揀
選
し
、

教
官
と
し
て
朝
鮮
に
教
え
に
来
る
こ
と
を
願
い
出
る
咨
文
を
送
る
こ
と
に
し
た（

（4
（

。
先

に
見
た
李
鴻
章
の
文
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
李
裕
元
の
言
葉
─
─
「
揀
選
明
幹
人

員
」
な
ど
の
表
現
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
。
咨
文
が
李
鴻
章
の
意
見
に
沿
う
も

の
あ
っ
た
と
の
証
し
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
も
と
も
と
李
裕
元
の
言
葉
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
咨
文
を
携
行
す
る
齎
咨
官
は
卞
元
圭
と

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
一
八
七
九
年
李
裕
元
が
李
鴻
章
と
交
わ
し
た
書
信
の
中
で
浮
上
し
た

「
製
器
錬
軍
」
の
た
め
に
、「
揀
選
明
幹
人
員
」
を
天
津
に
派
遣
す
る
と
い
う
李
裕
元

の
意
向
が
、
ま
ず
朝
鮮
の
訳
官
李
容
粛
と
游
智
開
に
よ
っ
て
李
鴻
章
に
伝
え
ら
れ

た
。
李
鴻
章
は
こ
れ
を
受
け
て
、「
咨
文
を
以
っ
て
清
に
懇
願
す
る
」
形
に
し
て
、

実
現
さ
せ
て
い
く
意
向
を
示
し
、
反
対
方
向
で
は
あ
る
が
同
じ
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
朝

鮮
に
伝
え
ら
れ
た
。

李
裕
元
は
国
内
の
意
見
が
一
致
せ
ず
、
錯
綜
し
て
い
る
中
で
、
李
鴻
章
と
書
信
を

往
来
す
る
機
会
を
活
用
し
て
、「
学
造
器
械
事
」
を
実
現
さ
せ
た
。
し
か
し
朝
鮮
の

大
臣
と
し
て
、
数
回
書
簡
を
交
し
た
だ
け
の
宗
主
国
の
重
臣
に
直
接
胸
の
内
を
明
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
李
裕
元
は
、
訳
官
に
「
製
器
錬
軍
」
す
る
意
向
を
口

伝
す
る
よ
う
命
じ
、
游
智
開
へ
の
書
信
で
「
学
習
製
造
、
練
兵
、
購
器
」
す
る
意
向

を
漏
ら
し
、
間
接
的
に
李
鴻
章
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

て
李
裕
元
の
考
え
が
李
鴻
章
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
助
言
を
も
ら
う
こ
と
と

な
っ
た
。

訳
官
を
通
し
て
李
鴻
章
の
助
言
が
朝
鮮
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
を

明
か
さ
な
い
ま
ま
、「
清
の
李
鴻
章
の
意
向
（
下
問
）」
と
し
て
朝
議
に
付
し
た
。
そ

こ
で
李
裕
元
を
は
じ
め
と
す
る
諸
大
臣
と
国
王
の
議
論
は
、「
李
鴻
章
の
意
向
」
を

受
け
い
れ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
こ
こ
か
ら
朝
・
清
関
係
の
公
式
外
交
ル
ー
ト

に
乗
せ
て
、「
朝
鮮
側
の
要
望
」
と
し
て
、
清
に
咨
文
の
形
で
伺
い
を
立
て
た
の
で

あ
る
。
清
に
新
式
兵
器
の
製
造
を
学
習
す
る
と
い
う
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
よ
う
や
く
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
游
智
開
と
訳
官
が
果
た
し
た
役
割
が

非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
。

２
．
領
選
使
の
派
遣

一
八
八
〇
年
八
月
に
、
訳
官
卞
元
圭
は
「
懇
請
派
人
来
津
学
習
製
造
練
兵
等
事
」

の
咨
文
を
携
え
て
清
に
再
来
し
た
。『
蔵
園
詩
鈔
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
卞
元
圭
は
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ま
ず
途
中
で
游
智
開
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
、
游
智
開
と
天
津
で
ま
た
互
い
に
会
え

る
こ
と
を
聞
い
た
。
卞
が
九
月
に
天
津
に
到
着
す
る
と
、
游
智
開
は
李
鴻
章
の
指
示

に
し
た
が
っ
て
、
天
津
械
器
局
の
二
品
官
員
四
人
、
鄭
藻
如
（
一
八
二
七
～
一
八
九

四
年
、
字
は
志
翔
、
号
は
豫
軒
、
玉
軒
）、
许
其
光
（
一
八
二
七
～
没
年
不
詳
、
字

は
懋
昭
、
耀
斗
、
号
は
叔
文
、
涑
文
）、
王
徳
均
（
生
没
年
不
詳
、
字
は
筱
雲
、
筆

述
書
に
『
繪
地
法
原
』、『
開
煤
要
法
』
な
ど
）、
劉
含
芳
（
一
八
四
〇
～
一
八
九
八
年
、

字
は
薌
林
）
を
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
、
天
津
械
器
局
、
製
造
局
、
軍
械
所
お
よ
び
西

沽
儲
備
火
器
庫
、
火
薬
庫
な
ど
を
游
と
一
緒
に
見
学
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に
学
徒
を

派
遣
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
機
械
製
造
お
よ
び
兵
士
の
教
練
に
つ
い
て
の
詳
細
を

詰
め
た（

（4
（

。

こ
の
こ
と
は
卞
元
圭
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
報
告
さ
れ
、『
高
宗
実
録
』
に
も
記
録
さ

れ
て
い
る（

（4
（

。
の
ち
国
王
か
ら
李
鴻
章
、
游
智
開
の
ほ
か
、
右
に
挙
げ
た
械
器
局
の
四

人
に
も
贈
り
物
が
あ
っ
た（

（4
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
場
で
清
と
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い

る
一
訳
官
の
卞
元
圭
は
、
国
王
と
直
接
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
九
月
二
十
七
日
に
、
卞
元
圭
は
李
鴻
章
と
筆
談
を
行
い
、
携
え
て
き
た
李

裕
元
の
書
信
も
手
渡
し
た
。
李
鴻
章
は
李
裕
元
宛
て
の
書
簡
の
中
で
卞
元
圭
に
つ
い

て
、「
卞
君
明
敏
多
才
、
虚
衷
善
問
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る（

（4
（

。
筆
談
に
お
い
て
の

印
象
は
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

李
裕
元
の
書
信
に
は
礼
単
（
贈
り
物
の
目
録
）
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
朝
鮮
と
清
の
官
員
の
間
に
往
来
す
る
書
信
に
、
互
い
に
贈
り
物

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
ご
く
普
通
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
贈

り
物
の
量
は
一
際
多
く
、
李
鴻
章
も
受
け
取
っ
て
良
い
も
の
か
ど
う
か
、
戸
惑
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
李
鴻
章
は
、「
思
う
に
、
図
る
こ
と

の
係
わ
り
が
頗
る
重
大
で
、
事
前
に
誼
み
を
連
ね
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
、
ほ
か

に
重
大
な
要
求
を
し
て
く
る
こ
と
を
心
配
し
て
、
こ
れ
を
受
け
取
る
の
を
躊
躇
し
て

い
た（

（5
（

。
朝
鮮
で
は
「
学
造
器
機
事
」
の
咨
文
が
清
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
李
鴻
章
が

不
安
に
感
じ
る
ほ
ど
の
大
量
の
贈
り
物
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
李
裕
元
が
そ
の
結

果
成
敗
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
証
で
あ
ろ
う
。

卞
元
圭
は
「
学
造
器
械
事
」
の
み
な
ら
ず
、
日
本
と
の
関
係
、
ロ
シ
ア
へ
の
懸
念

か
ら
辺
境
軍
事
設
備
を
増
強
す
る
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
李
鴻
章
に
意
見
を
聞
い

た（
（5
（

。
こ
れ
に
対
し
て
李
は
、
対
外
関
係
に
お
い
て
憂
慮
す
べ
き
こ
と
が
多
い
た
め
、

「
学
造
器
械
事
」
に
つ
い
て
は
、「
学
習
製
造
、
練
兵
、
購
器
」
の
三
点
を
連
動
し
て

早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
察
す
る
に
、
朝
鮮
国
王
の
意
図
は
、
朝

鮮
の
人
が
清
に
来
て
学
習
さ
せ
る
（「
来
学
」）
よ
り
も
、
機
器
を
購
入
し
、
教
官
を

招
聘
し
て
朝
鮮
に
行
っ
て
教
え
て
も
ら
う
（「
往
教
」）
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
今
は
「
往
教
」
よ
り
も
「
来
学
」
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
話
し
た
。
そ
し

て
、
今
後
武
器
を
購
入
す
る
際
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
と
し
て
、
朝
鮮
に
ボ
ル
ト
ラ

イ
フ
ル
銃
十
丁
、
モ
ー
ゼ
ル
十
丁
、
弾
丸
二
千
発
等
を
贈
っ
た（

（5
（

。

こ
の
よ
う
に
、
徹
底
的
に
根
回
し
し
た
お
か
げ
で
、
拒
否
さ
れ
る
か
と
心
配
し
て

い
た
「
派
人
来
津
学
習
製
造
練
兵
等
事
」
は
、
皇
帝
の
裁
可
を
得
て
、
九
月
二
十
九

日
に
礼
部
を
通
し
て
回
咨
が
出
た（

（5
（

。
卞
元
圭
は
こ
れ
を
携
え
て
一
八
八
〇
年
十
一
月

に
朝
鮮
に
帰
っ
た
。

同
年
の
冬
至
使
に
同
行
し
て
李
容
粛
は
、
游
智
開
を
訪
問
し
て
、「
為
学
習
武
備

等
事
、
開
列
各
條
、
来
津
稟
候
中
堂
示
遵
」
と
、
再
度
李
鴻
章
に
意
見
を
伺
い
た
い

と
申
し
出
た
。
そ
し
て
翌
一
八
八
一
年
一
月
二
〇
日
に
李
容
粛
は
つ
い
に
、
李
鴻
章
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清の游智開と朝鮮の朝貢使節

に
会
う
こ
と
が
で
き
、「
学
習
武
備
」
に
限
ら
ず
、
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
李
鴻
章

の
意
見
を
聞
け
た
の
で
あ
る
。「
学
造
器
械
事
」
に
し
ぼ
っ
て
言
え
ば
、
黄
遵
憲
の

『
朝
鮮
策
略
』
に
あ
る
よ
う
に
、「
北
京
の
同
文
館
に
て
西
洋
の
言
葉
を
習
い
、
直
隷

に
て
淮
軍
の
兵
を
習
い
、
上
海
製
造
局
に
て
器
械
製
造
を
学
び
、
福
州
船
政
局
に
て

造
船
を
学
ぶ
」
と
、
学
徒
の
派
遣
を
天
津
に
限
ら
ず
、
各
地
に
て
幅
広
く
学
ぶ
意
向

を
示
し
、
そ
の
可
否
に
つ
い
て
聞
く
内
容
で
あ
っ
た（

（5
（

。
一
見
そ
れ
ま
で
の
卞
元
圭
に

よ
る
交
渉
を
変
更
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
、
李
容
粛
は
第
二
次
修
信
使
の
金
弘

集
に
同
行
し
て
日
本
に
行
っ
て
き
た
ば
か
り
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ

う
に
、
金
弘
集
は
こ
の
時
に
黄
遵
憲
執
筆
の
『
朝
鮮
策
略
』
を
朝
鮮
に
持
ち
帰
っ
た

の
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
一
部
で
は
『
朝
鮮
策
略
』
が
「
学
造
器
械
事
」
を
実
現
さ

せ
た
契
機
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
李
容
粛
の
言
動
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て

い
る
。
朝
鮮
は
「
学
造
器
械
事
」
を
『
朝
鮮
策
略
』
に
あ
る
助
言
に
沿
っ
て
検
討
し

た
が
、
し
か
し
李
鴻
章
は
上
海
と
福
州
に
往
っ
て
学
習
す
る
必
要
性
が
な
い
と
考

え
、
経
費
の
問
題
な
ど
を
も
挙
げ
て
、
李
容
粛
の
提
示
し
た
案
を
否
定
し
た（

（5
（

。
そ
の

た
め
、
予
定
通
り
に
天
津
の
み
に
学
徒
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

李
容
粛
が
帰
国
し
た
直
後
の
三
月
二
十
九
日
に
「
吏
曹
参
議
趙
龍
鎬
率
匠
工
送
赴

天
津
」
の
咨
文
が
清
に
送
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
趙
龍
鎬
が
突
然
死
亡
し
た
た
め
、

引
率
者
を
吏
曹
参
判
に
昇
進
し
た
金
允
植
に
変
え
、「
領
選
使
」
と
命
名
し
た（

（5
（

。
同

じ
日
、
日
本
に
国
書
を
奉
呈
す
る
た
め
に
派
遣
す
る
使
節
を
「
信
使
」
と
称
す
る
こ

と
を
決
め
た
。「
交
隣
」
関
係
に
あ
る
日
本
と
清
と
の
関
係
を
意
識
し
た
名
称
で
あ

る（
（5
（

。こ
う
し
て
領
選
使
金
允
植
が
率
い
る
学
徒
・
工
匠
は
天
津
に
向
か
っ
た
。
清
に
報

告
し
た
人
数
は
一
行
六
十
九
人
で
、
領
選
使
以
下
は
、
従
事
官
の
尹
泰
駿
、
つ
づ
く

官
弁
が
白
樂
倫
、
訳
官
が
崔
性
学
で
あ
っ
た
。
卞
元
奎
は
「
別
遣
堂
上
」
と
な
っ
て

い
る
。

な
お
、
こ
の
卞
元
圭
の
経
歴
に
は
怪
訝
に
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
卞

の
官
職
・
品
位
の
急
な
変
化
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
金
弘
集
か
ら
駐
日
清
国

公
使
の
何
如
璋
に
宛
て
た
手
紙
（
一
八
八
一
年
二
月
三
日
付
け
）
に
、
統
理
機
務
衙

門
の
組
織
図
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
人
事
、
官
職
名
か
ら
見
る
と
、
一
八
八
一
年
一

月
二
八
日
か
ら
二
月
三
日
ま
で
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
時
期
は
少
し
離
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
卞
元
圭
は
従
一
品
の
「
参
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
従

一
品
の
参
事
と
し
て
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
金
景
遂
（『
公
報
抄
略
』
の
著
者
）、
元

昔
運
（
不
詳
）、
李
応
憲
（『
華
音
啓
蒙
諺
解
』
の
著
者
）
は
、
い
ず
れ
も
訳
官
で
あ
っ

た（
（5
（

。
游
智
開
は
『
蔵
園
詩
鈔
』
の
中
で
卞
元
圭
の
官
位
を
「
副
司
直
」（
従
五
品
）」

と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
卞
元
圭
の
自
己
紹
介
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

官
位
の
急
な
上
下
が
、
執
務
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
に
く
い
。
対
外
交
渉

の
便
宜
上
に
そ
う
し
た
の
か
、
統
理
機
務
衙
門
が
「
近
代
化
」
を
は
か
る
た
め
に
新

設
さ
れ
た
官
庁
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

領
選
使
一
行
は
一
八
八
一
年
十
一
月
に
北
京
に
到
着
し
、
十
二
月
四
日
に
学
徒
が

各
局
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
時
游
智
開
は
す
で
に
永
平
府
か
ら
離
れ
て
永
定
河
道
に

な
っ
て
保
定
に
い
た
が
、
領
選
使
一
行
と
の
交
流
を
続
け
た
。

金
允
植
が
日
記
の
形
で
著
し
た
『
陰
晴
史
』
の
中
で
、
卞
元
圭
と
游
智
開
を
介
し

て
、
多
く
の
清
の
官
僚
や
文
人
と
交
流
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
游
智
開
と

の
出
会
い
か
ら
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

金
允
植
は
、
游
智
開
と
会
う
前
の
十
一
月
二
十
三
日
の
日
記
に
、
游
に
つ
い
て

「
卞
元
圭
か
ら
游
智
開
が
我
が
国
事
の
為
に
、
屡
々
李
中
堂
と
の
間
を
介
し
て
い
た
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と
聞
い
た
。
卞
元
圭
と
の
親
交
が
も
っ
と
も
深
く
（「
契
分
最
深
」）、
国
王
か
ら
も

贈
り
物
が
あ
っ
て
、
そ
の
量
は
李
鴻
章
宛
の
次
に
多
く
、
十
六
種
類
も
あ
る
」
と
記

録
し
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

そ
し
て
翌
二
十
四
日
の
日
記
に
よ
る
と
、
朝
鮮
か
ら
は
金
允
植
、
尹
泰
駿
（
石

汀
）、
白
楽
倫
（
兼
山
）、
卞
元
圭
（
吉
雲
）、
清
か
ら
は
游
智
開
、
永
定
南
岸
同
知

桂
本
誠
（
号
は
礼
堂
居
）、
北
岸
同
知
豫
復
（
号
は
崑
山
居
）、
一
同
は
会
っ
て
宴
会

を
し
た
。
こ
の
席
で
、
游
智
開
は
自
分
の
詩
集
『
蔵
園
詩
鈔
』
を
見
せ
た
が
、
中
に

「
宝
剣
篇
」
と
と
も
に
、
卞
元
圭
に
贈
る
詩
が
五
六
首
あ
っ
た
と
い
う
。「
宝
剣
篇
」

は
前
述
し
た
「
雙
剣
奉
答
朝
鮮
国
王
」（
五
七
頁
）
の
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
卞

元
圭
は
こ
の
時
も
ら
っ
た
詩
稿
を
朝
鮮
に
持
ち
帰
っ
て
印
刷
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
国

王
へ
贈
っ
た
詩
が
、
自
分
へ
の
も
の
と
一
緒
に
並
ぶ
だ
け
で
も
、
卞
元
圭
に
と
っ
て

は
特
別
な
意
義
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
。

金
允
植
一
行
が
昼
過
ぎ
に
宿
所
に
帰
る
と
、
游
智
開
は
す
ぐ
に
来
訪
し
謝
意
を
伝

え
た
。
そ
の
後
金
允
植
も
ま
た
宴
会
で
同
席
し
た
同
知
の
官
署
を
訪
ね
、
あ
い
さ
つ

し
た
。
同
知
ら
が
ま
た
返
礼
に
来
て
、
こ
う
し
て
夕
刻
に
な
っ
た
。
夕
食
後
、
金
允

植
は
卞
元
圭
と
一
緒
に
灯
籠
も
っ
て
再
び
游
智
開
を
訪
ね
た
。
こ
こ
で
初
め
て
筆
談

を
交
わ
し
、
一
行
の
目
的
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
領
選
使
」
の
担
う
任

務
が
「
学
造
器
械
事
」
だ
け
で
は
な
く
、
国
王
か
ら
密
命
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
と

条
約
を
締
結
す
る
任
を
負
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た（

（5
（

。
こ
う
し
て
面
会
を
数
回
重
ね

て
か
ら
、
よ
う
や
く
本
題
に
入
っ
た
の
だ
っ
た
。

二
十
七
日
に
な
っ
て
游
智
開
に
李
鴻
章
と
の
面
会
を
斡
旋
し
て
も
ら
い
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る

「
為
之
講
習
接
見
之
禮
、
辛
勤
備
至
、
或
恐
失
措
、
且
於
中
堂
有
所
祈
請
事
、

一
一
代
爲
周
旋
、
不
惜
勞
苦
、
藏
園
之
於
我
東
、
不
翹
秦
越
之
相
間
、
而
若
是

苦
心
、
無
異
骨
肉

4

4

4

4

、
誠
可
感
也
、
卞
吉
雲
云
、
藏
園
於
我
輩

4

4

4

4

4

、
如
新
嫁
娘
之
傅

4

4

4

4

4

4

母4

、
真
格
言
也

4

4

4

4

、
極
為
感
銘

4

4

4

4

。」

こ
の
よ
う
に
、
親
身
に
世
話
し
て
く
れ
た
游
智
開
の
お
か
げ
で
、
李
鴻
章
と
も
ス

ム
ー
ズ
に
交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
感
激
し
て
い
た
。
游
智
開
は
ま
た
他
の
官

員
を
紹
介
し
た
り
、
各
處
へ
の
贈
物
の
量
を
助
言
す
る
な
ど
、
世
話
を
し
て
く
れ
た

と
の
こ
と
だ
。

領
選
使
一
行
は
こ
う
し
て
無
事
に
天
津
に
た
ど
り
着
き
、「
学
造
器
械
事
」
を
開

始
し
、
ま
た
対
米
条
約
の
交
渉
に
も
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ⅳ
．
お
わ
り
に

清
の
一
地
方
官
で
あ
る
游
智
開
は
、
朝
鮮
の
訳
官
か
ら
大
臣
、
国
王
ま
で
と
幅
広

く
交
流
を
し
て
き
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
と
清
と
の
関
係
に
お
い
て
、
特
異
な
事
例
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
ま
ず
「
西
洋
の
衝
撃
」
を
受
け
て
、
朝
鮮
の
対
外

関
係
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
一
八
七
〇
年
代
後
半
と
い
う
時
期
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
游
智
開
が
清
の
実
力
者
の
李
鴻
章
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
、
決
定
的
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。

游
は
、
一
八
七
二
年
に
永
平
府
に
就
任
し
て
き
て
か
ら
、
朝
貢
使
節
そ
し
て
随
行

す
る
朝
鮮
の
人
々
と
宴
会
を
開
き
、
詩
文
を
詠
ん
で
、
土
産
を
贈
与
し
合
っ
て
交
流

し
て
き
た
。
こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
変
化
は
一
八
七
五
年
に
冬
至
使
李

裕
元
と
の
交
流
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
李
は
游
智
開
が
天
津
に
て
李
鴻
章
と
面

会
し
た
時
に
詠
ん
だ
詩
を
見
て
、
李
鴻
章
と
の
仲
介
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か



55─　　─

清の游智開と朝鮮の朝貢使節

け
と
し
て
、
李
裕
元
と
李
鴻
章
と
の
間
に
、
書
信
の
往
来
が
始
ま
っ
た
。
李
鴻
章
は

書
信
を
も
っ
て
、
清
の
安
全
保
障
の
た
め
に
、
朝
鮮
に
対
欧
米
開
国
と
武
備
自
強
を

勧
め
た
。
一
方
、
李
裕
元
の
返
書
で
は
は
っ
き
り
そ
の
意
見
を
述
べ
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
真
意
は
游
智
開
を
通
じ
て
伝
達
し
て
い
た
。
そ
し
て
と
も
に
そ
の
役
目

を
果
た
し
た
の
は
朝
鮮
側
の
朝
貢
使
節
と
訳
官
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
と
り
わ
け
、
長
年
、
朝
貢
使
節
に
同
行
し
、
游
の
詩
集
『
蔵
園
詩
鈔
』

を
刊
行
し
た
訳
官
の
卞
元
圭
に
注
目
し
た
。『
蔵
園
詩
鈔
』
は
本
稿
で
初
め
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
資
料
で
、
第
Ⅱ
章
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
、
游
智
開
と
朝
貢
使

節
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
交
流
を
し
て
い
た
の
か
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
は
単
な

る
交
流
で
は
な
く
、
時
に
は
両
国
の
政
治
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
。

李
鴻
章
と
李
裕
元
と
の
間
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
中
で
、
清
に
、
武
器
製
造
の

技
術
な
ど
を
学
ぶ
「
学
造
器
械
事
」
が
浮
上
し
た
。
第
Ⅲ
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
李

裕
元
を
代
表
と
す
る
朝
鮮
側
の
考
え
が
、
戦
略
的
に
李
鴻
章
の
意
向
と
化
し
て
、
再

度
朝
鮮
に
伝
え
ら
れ
た
。
朝
鮮
は
李
鴻
章
の
意
向
を
受
け
入
れ
る
形
で
、
従
来
の

朝
・
清
間
の
外
交
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
清
に
咨
文
を
送
り
許
可
を
求
め
る
形
を
と
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
「
学
造
器
械
事
」
が
実
現
し
、
領
選
使
が
清
に
派
遣
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
以
上
の
よ
う
に
、
領
選
使
の
派
遣
を
め
ぐ
っ
て
の
政
策
決
定
過
程
お
よ
び

そ
の
中
で
見
ら
れ
た
人
的
要
因
に
注
目
し
、
游
智
開
と
朝
鮮
の
朝
貢
使
節
の
交
流
を

通
じ
て
、
朝
鮮
と
清
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
証
し
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
游

智
開
の
仲
介
に
よ
っ
て
李
裕
元
と
李
鴻
章
が
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
た
が
、
本
稿
の
検
証
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
中
に
は
訳
官
が
参
与
し
て
い
た
実
態

が
明
ら
に
な
っ
た
。
ま
た
、
訳
官
た
ち
の
間
、
訳
官
と
游
智
開
、
ま
た
、
そ
の
訳
官

の
先
に
国
王
が
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
複
線
的
な
関
係
も
論
証
し
た
。
し
か
し

こ
れ
は
ま
だ
朝
・
清
間
の
宗
属
関
係
の
下
に
あ
る
複
雑
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一

部
に
過
ぎ
な
い
。
李
鴻
章
側
に
書
信
を
代
筆
し
た
幕
僚
や
、
領
選
使
一
行
の
学
習
を

受
け
入
れ
る
要
務
を
果
た
し
た
官
員
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
朝
鮮
と
か
か
わ
っ
て
い

た
の
か
と
い
う
点
は
未
だ
定
か
で
は
な
い
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
引
き
続
き
全
貌

の
解
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
田
保
橋
潔
『
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
』、
第
三
十
一
「
清
韓
関
係
の
新
段
階　

李
鴻
章
と
李

裕
元
」（
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
、
一
九
四
〇
年
）、
五
四
五
頁
。

（
２
）「
朝
鮮
李
裕
元
『
薊
槎
日
録
』
に
見
え
る
中
国
李
鴻
章
と
の
交
渉
に
つ
い
て
」（
京
都
大
学

文
学
研
究
科
二
十
一
世
紀CO

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠

点
形
成
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
秩
序
と
交
流
の
歴
史
的
研
究
」
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
第
一

号
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）。

（
３
）
五
百
十
里
は
約
二
百
キ
ロ
で
あ
る
。『
増
補
文
献
備
考
』（
明
文
堂
影
印
版
）
巻
一
七
七
、

交
聘
考
七
「
燕
京
旅
程
」
に
よ
る
。
一
里
は
三
百
六
十
歩
、
約
三
百
九
十
二
メ
ー
ト
ル
。
な
お
、

一
八
八
一
年
十
一
月
に
領
選
使
の
一
行
は
永
平
を
出
て
三
日
目
に
北
京
に
到
着
し
た
。

（
４
）
原
田
環
『
朝
鮮
の
開
国
と
近
代
化
』、
第
七
章
「
朝
・
中
『
両
截
体
制
』
成
立
前
史
─
─
李

裕
元
と
李
鴻
章
の
書
簡
を
通
じ
て
」（
渓
水
社
、
一
九
九
七
年
）
一
九
六
頁
。

（
５
）
吉
田
光
男
編
『
韓
国
の
歴
史
と
社
会
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
四
年
）「
開
国

政
策
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
世
界
の
再
編
」（
月
脚
達
彦
氏
執
筆
）
一
一
二
頁
。

（
６
）
權
錫
奉
『
清
末
対
朝
鮮
政
策
史
研
究
』（
一
潮
閣
、
一
九
八
六
年
）「
領
選
使
行
考
」
一
四

五
頁
、
金
正
起
「
一
八
八
〇
년
대　

機
械
局
・
機
械
廠
의 

설
치
」（『
한
국
학
보
』
一
〇
、
一
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九
七
八
年
）、　

朴
星
来
「
開
化
期
의 

科
学
受
容
」（『
韓
国
史
学
』
一
、
一
九
八
〇
年
）。

（
７
）
前
掲
權
錫
奉
書
一
五
三
～
七
頁
、
이
상
일
「
김
윤
식
의 

개
화　

자
강
론
과 

영
선
사 

사
행

（
使
行
）」（
이
화
여
자
대
학
교
한
국
문
화
연
구
원
『
한
국
문
화
연
구
』
十
一
、
二
〇
〇
六
年
）、

김
연
회
「
영
선
사
행 

군
계
학
조
단
의 

재
평
가
」（『
한
국
학
연
구
』
一
三
七
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
８
）
前
掲
權
錫
奉
書
一
六
〇
～
一
頁
。

（
９
）『
修
信
使
日
記
』（
国
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
五
八
年
）
巻
二
、
一
六
七
頁
。

（
10
）『
高
宗
実
録
』
高
宗
十
七
年
七
月
十
九
日
条
。

（
11
）『
承
政
院
日
記
』
光
緒
七
年
二
月
十
日
条
。

（
12
）
生
没
年
不
詳
。
烟
台
の
人
。
一
八
六
五
年
に
科
挙
に
及
第
し
、
進
士
に
な
る
。

（
13
）『
蔵
園
詩
鈔
』
一
八
八
六
年
以
降
版
、
六
五
頁
。

（
14
）
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
冊
十
一
、「
答
游
天
愚　

智
開
書
」（『
韓
国
文
集
叢
刊
』
景
仁
文
化
社
、

一
九
九
三
年
）
四
三
一
頁
。
原
田
環
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
手
紙
を
書
い
た
の
は
一
八
七
六
年

七
月
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
原
田
環
前
掲
書
、
一
九
三
頁
）。

（
15
）「
橘
山
寄
和
六
〇
初
度
詩
因
畳
韻
答
之
」、『
蔵
園
詩
鈔
』
四
〇
頁
。

（
16
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
四
三
三
、
四
三
七
頁
に
よ
る
）。

（
17
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
四
三
〇
頁
。

（
18
）
前
掲
夫
馬
進
「
朝
鮮
李
裕
元
『
薊
槎
日
録
』
に
見
え
る
中
国
李
鴻
章
と
の
交
渉
に
つ
い
て
」。

（
19
）
許
奭
（
一
八
三
八
～
一
九
一
〇
年
）
は
弘
文
館
校
理
、
奎
章
閣
副
提
学
を
歴
任
。
一
八
九

五
年
九
月
十
四
日
に
稅
務
視
察
官
に
な
っ
た
記
録
が
見
ら
れ
る
。

（
20
）
不
詳
。
後
出
す
る
金
寅
浩
の
こ
と
か
？

（
21
）『
蔵
園
詩
鈔
』「
左
洛
靖
候
会
李
太
傅
於
天
津　

太
傅
招
智
陪
飲　

詩
以
紀
之
」（
一
八
八
三

年
版
、
五
八
頁
）。

（
22
）
金
寅
浩
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
五
年
に
慶
尙
左
水
使
で
あ
る
（『
高
宗
実
録
』
高
宗
二
二
年

八
月
七
日
）
こ
と
以
外
、
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
23
）『
李
鴻
章
全
集
』（
中
国
海
南
出
版
社
影
印
、
一
九
九
七
年
）
訳
署
函
稿
四
、「
朝
鮮
使
臣
李

裕
元
来
函
」。

（
24
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
四
三
一
～
二
頁
。

（
25
）『
李
鴻
章
全
集
』
訳
署
函
稿
四
、「
覆
朝
鮮
使
臣
李
裕
元
」。

（
26
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
四
三
一
～
二
頁
。

（
27
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
四
三
六
頁
。

（
28
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
一
六
六
頁
。

（
29
）
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
原
田
環
『
朝
鮮
の
開
国
と
近
代
化
』、
第
七
章
を
参
照
。

（
30
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
四
二
八
頁
、
與
年
貢
使
鄭
穉
仲
書
。

（
31
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
一
八
一
頁
、「
秋
風
憶
蔵
園
主
人
」。

（
32
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
一
八
九
頁
。

（
33
）
申
基
碩
『
韓
末
外
交
史
硏
究
』（
一
潮
閣
、
一
九
六
七
年
）
二
六
五
～
二
九
三
頁
。

（
34
）
董
文
涣
（
一
八
三
三
～
一
八
七
七
年
、
字
は
尧
章
、
号
は
研
秋
ま
た
は
研
樵
）
は
清
末
の

政
治
家
、
文
人
。
咸
豊
帝
の
「
帝
師
」
を
務
め
た
。

（
35
）
董
文
渙
編
、
李
豫
、
崔
永
禧
校
正
、
明
清
中
韓
文
化
交
流
史
料
叢
編
『
韓
客
詩
存
』（
書
目

文
献
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、
六
八
頁
、
三
三
二
頁
。

（
36
）
前
掲
『
韓
客
詩
存
』、
三
四
七
～
三
五
一
頁
。

（
37
）
前
掲
李
裕
元
『
嘉
梧
藁
略
』
四
〇
と
一
六
六
頁
の
記
述
か
ら
、
李
裕
元
と
卞
元
圭
は
交
友

関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
38
）
裵
亢
燮
『
一
九
世
紀
朝
鮮
의　

軍
事
。
度
研
究
』（
国
学
資
料
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
연
갑

수 『
고
중
대 
정
치
변
동 

연
구
』（
일
지
사
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
39
）『
欽
定
大
清
会
典
事
例
』
巻
五
一
一
、
礼
部
、
一
一
八
五
六
頁
。
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（
40
）
金
正
起
「
清
의 

朝
鮮
에
대
한　

軍
事
政
策
과 

宗
主
権
」（『
邊
太
燮
博
士
華
甲
記
念
史
学
論

叢
』
一
九
八
五
年
）
八
九
〇
～
一
頁
。

（
41
）『
李
鴻
章
全
集
』
訳
署
函
稿
四
、「
籌
朝
鮮
」。
光
緒
五
年
十
一
月
十
三
日
。

（
42
）
前
掲
『
海
客
詩
存
』
二
四
～
三
五
頁
、
三
一
五
～
三
五
〇
頁
。

（
43
）『
李
鴻
章
全
集
』
訳
署
函
稿
四
、「
籌
朝
鮮
」。
光
緒
五
年
十
一
月
十
三
日
。

（
44
）『
高
宗
実
録
』、『
日
省
録
』
高
宗
十
七
年
庚
辰
四
月
三
〇
日
条
。

（
45
）『
高
宗
実
録
』
高
宗
十
七
年
庚
辰
七
月
九
日
条
。

（
46
）『
庸
盦
文
別
集
』「
代
李
相
伯
妥
籌
朝
鮮
造
器
練
兵
疏
」（
四
三
～
四
七
）
頁
。

（
47
）『
高
宗
実
録
』
高
宗
十
七
年
庚
辰
七
月
九
日
条
。

（
48
）『
陰
晴
史
』（
国
史
編
纂
委
員
会
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
五
八
年
）
二
八
頁
。

（
49
）『
庸
盦
文
別
集
』
一
九
八
頁
。

（
50
）『
庸
盦
文
別
集
』
一
七
頁
。

（
51
）
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
清
季
中
日
韓
関
係
史
料
』
三
四
一
─
（
一
）。（
文
書
番
号
、

以
下
同
じ
）
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
台
北
、
一
九
七
二
年
。
な
お
、
以
下
は
『
清
季

中
日
韓
関
係
史
料
』
を
『
中
日
韓
』
と
略
す
。

（
52
）『
庸
盦
文
別
集
』
四
四
～
四
五
頁
。

（
53
）『
中
日
韓
』
三
五
九
─
一
（
文
書
番
号
、
以
下
同
じ
）
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
台
北
、

一
九
七
二
年
。
な
お
、
以
下
は
『
清
季
中
日
韓
関
係
史
料
』
を
『
中
日
韓
』
と
略
す
。

（
54
）『
中
日
韓
』
三
五
二
。

（
55
）『
中
日
韓
』
三
五
三
。

（
56
）『
中
日
韓
』
三
八
五
─
一
。

（
57
）『
承
政
院
日
記
』
光
緒
七
年
二
月
十
六
日
条
。

（
58
）『
中
日
韓
』
三
八
六
。

（
59
）
拙
稿
「
近
代
朝
鮮
の
外
交
政
策
の
一
側
面
─
─
「
朝
貢
関
係
」
と
「
条
約
関
係
」」（『
朝
鮮

学
報
』
一
八
四
、
二
〇
〇
二
年
七
月
）。
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You Zhikai of Qing and Korean Delegates 
──Dispatch of delegates to the Qing dynasty──

CUI, Lanying

This paper focuses on the involvement of You Zhikai, a prefect of Yongping-fu, 
with delegates from Korea to the Qing Dynasty during the late 1870’s to 1881.

You Zhikai was a local governor with extensive interaction with official 
interpreters, government ministers, and the king of Korea. Korea formed 
relationships with westernizing faction officials of Qing, such as Li Hongzhang 
through You Zhikai, and dispatched a group of “delegates to the Qing dynasty” in 
order to learn Qing’s weapon manufacturing technology. This paper clarifies the 
existence of a bureaucratic relationship with Qing as a suzerain state, by verifying 
the human network between Korea and Qing, when the arrangement to dispatch 
“delegates to the Qing dynasty” was adopted. Analysis of the role of official 
interpreters, which has not been considered in previous studies, is another 
achievement of this paper. 

You’s literary poetry, “Zang yuan shi chao”, published by Byun Wongyu, a former 
Korean official interpreter, is considered in this paper for the first time. The 
background of its publication and contents were analyzed, providing a glimpse of 
some of the specific ways officials and delegates interacted with each other. Literary 
works, including poems, were considered along with official records in order to 
explain negotiations between Korea and the Qing dynasty regarding the dispatch of 
delegates to the Qing dynasty from a different perspective.


